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尾
岸
町
長
は
、
ふ
・
成
は
年
度
の
町
政
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

定
例
町
議
会
で
執
行
方
針
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

こ・』

に
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は
じ
め
に

町
長
就
任
以
来
4
年
口
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
の
産
梁

・
経

済
、
町
民
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

以
前
に
も
噌
し
て

一
段
と
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
西
麻
2
千
年
、

加
世
紀
最
後
の
年
で
あ
り
、
こ
の
窓
義

あ
る
時
期
に
町
政
に
就
か
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま

し
で
も
感
慨
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
り

ま
す
.
こ
の
問
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

も
と
で
、
各
躯
絡
策
の
笑
現
に
向
け

級
普
の
努
カ
を
傾
注
し
て
ま
い
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
.
今
後
も
、

町
議
会

議
員
各
杭
放
び
に
町
氏
の
脇
円
織
の
ご
理

M
m
と
特
段
の
ご
協
力
そ
蹴
り
、
幻
般
紀

初
頭
の
ま
ち
，つ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し

期
待
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
、
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
園
内
の
経
済
環
境
は
、
か
つ

て
な
い
最
気
の
低
迷
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た

態
打
開
の
た
め
、
政

府
は
幾
度
か
に
わ
た
り
、
総
合
的
、
緊

急
的
経
済
対
策
指
躍
を
講
じ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
効
巣
は
や
や
明
る
さ

の
兆
し
が
あ
る
も
の
の
、
回
復
の
テ
ン

ポ
は
退
く
、
払
た
ち
地
方
に
お
い
て
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
実

• 
略
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
.
と

り
わ
け
、
国
の
税
収
務
ち
込
み
、
経
済

対
策
指
置
に
伴
う
公
伯
の

m発
等
、
園
、

地
方
を
通
じ
て
、
行
財
政
殿
酬
明
は

一
段

と
厳
し
さ
を
憎
し
て
お
り
ま
す
.
地
方

分
権

一
郎
法
の
路
行
や
、
介

度
の
笑
絡
な
ど
、

wr
成
ロ
年
度
は
地
方

の
自
主
、
自
立
伎
が
、
真
に
賦
さ
れ
る

保
険
制

地
方
改
革
始
動
の
年
で
も
あ
り
ま
す
.

上
京
良
野
町
に
お
き
ま
し
で
も
そ
の

状
況
は
同
様
で
あ
り
、
速
い
変
化
を
統

け
る
社
会
的
川
傍
の
ゆ
で
、
地
Mm住
民
の

行
政
需
要
は
附
大
、
多
鋭
化
し
、
地
方

分
権

一
指
法
の
締
行
に
よ
る
肝
務
移
管

も
加
わ
り
、
町
行
政
が
担
う
べ
き
役
割

て
お
り
ま
す
。

成
に
当
た

つ
て
は
、

本
年
肢
を
『
上
富
良
野
町
財

政
改
箪
元
年
」
と
位
置
付
け
、

改
ぷ
推
進
を
基
本
に
、

『
上
官
・
以
野
町

行
政
改
革
実
絡
計
岡
』
の
治
実
な
途
成

指
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
単
独
締
助

を
搬
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
@

『
経
常
経
費
削
減
8
%
、
起
債

制
限
比
率
日
%
台
墜
持
、
経
常
収
支
比

率
加
%
以
内
』
を
中
期
間
邸
と
設
定
し、

将
来
に
視
野
を
広
げ
た
中

・
阿
武
期
観
点

で
の
財
政
の
健
全
化
に
重
点
を
但
き
、

東
に
、

そ
の
見
通
し
の
も
と
に
編
成
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
.
 

• 

4
つ
の
施
策
と

5
つ
の
基
本
方
針

回

第

4
次
上
官
良
野
町
総
合
計
両
が
村

開
と
す
る
「
四
季
彩
の
ま
ち

か
み
ふ

ら
の

1
ふ
れ
あ
い
大
地
の
創
造
」
を
同

惜
し
、
中

・
長
期
財
政
計
酬
を
遵
守
し

な
が
ら
、
ハ
ー
ド
事
業
と
ソ
フ
ト
事
業

の
行
機
的
な
述
棋
に
よ
り
、
創
ぷ
と
て

夫
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
令
権
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の

4
本
の
柱
で
あ
る
、

『
箆
か
な
心
の
人
の
ま
ち
』

・
『
活
カ

あ
る
-M

極
楽
の
ま
ち
』

・
「
住
み
よ
い
快

「
共
に
創
る
ま
ち
』
か

過
な
ま
ち
』

制
の

ら
な
る
施
策
を
維
巡
す
る
た
め
に
、

「
新
時
代
を
ひ
ら
く
取
り
組
み
』

「
住
民
主
役
の
取
り
組
み
」

「ソ
フ
ト
重
視
の
取
り
組
み
」

「
情
報
発
「

・
受
布
の
取
り
組
み
」

「
辿
械
の
と
れ
た
取
り
組
み
」
の

5
つ
の
基
本
方
針
に
議
づ
い
て
、
次
の

よ
う
に
施
策
を
維
巡
し
て
ま
い
り
ま
す
。

圃
「
豊
か
な
心
の
人
の
ま
ち
」

生
涯
学
制
自
の
ま
ち
，
つ
く
り
を
基
本
に

お
い
て
、
学
校
教
育
、
社
会
教
古
川
環
境

の
充
実
を
進
め
ま
す
。
特
に
、

健
康
な



づ
く
り
と
ふ
れ
あ
い
交
、
の

と
し

て、

パ
l
ク
ゴ
ル
フ
嶋
監

た
め
、
平
成
M
年
度
完
成
へ
向
け
た
調

査
、
役
計
を
行
い
ま
す
.

道
立
上
富
良
野
高
等
学
校
に
つ
い
て

は
、
魅
力
あ
る
高
等
学
校
づ
く
り
を
促

進
す
る
た
め
、
入
学
支
度
金
の
助
成
や

を
進
め
る

就
職
活
動
支
媛
業
務

の
配
置
な
ど
の

支
媛
を
行
い
ま
す
.

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
，つ
く
り
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
健
康
寿
命
の
延
長
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

に
努
め
、
町
民
が
安
心
し
て

E
ら

銭す
こ
と
の
で
き
る
町
，
つ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
こ
の
た
め
の
マ
ン
パ
ワ
1
の
充

実
、
楠
祉
の
偲
い
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
や
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
l
の
育
成
を
嗣

り
活
動
の
織
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

• 
保

福
祉
の
拠
点
と
な
る
保
健
編
社

施
設
の
盤

に
つ
い
て
は
、
既
存
施
投

の
有
効
利
用
と
新
規
施
設
鐙

タ
ル
な
視
点
に
立
っ
て
、
基
本
的
な
調

査
と
鱗
想
の
立
案
を
進
め
、
本
年
度
中

に
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
.

上
作
帥
良
野
町
新
老
人
保
健
福
祉
計
聞

及
び
介
護
保
険
事
業
計
岡
に
基
づ
い
て
、

高
齢
者
福
祉
に
後
泌
が
生
じ
な
い
よ
う
、

従
来
行
っ
て
き
た
生
活
支
綾

の
卜

J

な
ど

を
継
続
し
ま
す
.
ま
た
、

立
と
判
定

さ
れ
た
万
に
“
対
し
て
も
、
訪
問
介
議
員

の
派
遣
や
崎
.

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
事
殺
に
も
取
り
組
み
ま
す
.

介
滋
保
険
事
業
の
実
胞
に
当
た
っ
て

は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
執
行
休
日
瑚
、

要
介
護
認
定
な
ど
の

務
に
万
全
を
期

す
ほ
か
、
低
所
得
符
に
対
す
る
紡
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
経
減
な
ど
に
つ
い

て
も
、
適
切
に
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま

す
.
ま
た
、
介

、、
bkr
u
n
a
k

b

耐
予
見

保
険
制
度
施
行
に
伴

老
人
ホ
l
ム
・
デ
イ
サ

ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

施
股
と
し
て
形
態
を
盤
え
運
営
の
充
実

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
.

福
祉
に
つ
い
て
は
、
老
桁
化
し

て
い
る
束
中
へ
き
地
保
背
所
の
建
物
を

児
新
世
銀
し
、
安
心
し
て
通
所
で
き
る
よ
う

鐙
備
し
ま
す
.
ま
た
、
保
育
所
で
の
隙

児
の
受
け
入
れ
や
、
緊
急
時
の

一
時

す保
.背

も
積
儀
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

身
体
に
陣
告
を
も
っ

N
々
の
対
策
に

助
成
な
ど
を
継
続

つ
い
て
は
、
交
通

す
る
ほ
か
、
特
に
肝
臓
機
能
障
泊
者
に

つ
い
て
は
、
助
成
を
引
き
上
げ
て
、

経
済
負
回
目
の
粧
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
.保

健
予
防
附
係
に
つ
い
て
は
、
保
健

姉
を
1
名
m
u
H
し
て
指
導
体
制
の
充
実

を
凪
っ
て
ま
い
り
ま
す
.
ま
た
、
住
民

髄
戚
珍
夜
明
守
に
新
規
検
在
項
円
を
加
え
、

「
新
寝
た
き
り
老
人
ゼ
ロ
作
戦
」
事
業

を
継
続
実
施
し
な
が
ら
、
他
山
崎
な
町
民

と
.
当
立
し
た
生
活
を
品
目
め
る
高
齢
者

の

指
し
ま
す
。

次
に
町
立
病
院
で
す
が
、
般
病
棟

部
を
転
換
し
た
山
m
k

の
多
い
ま
ち
づ
く
り
を

病
床
に
よ

保
険
事
業
へ
の
対
応
を
凶
る

ほ
か
、
市
依
問
診
療
、
訪
問
診
療
や
訪
問

看
波
野
な
笑
施
し
、
経
費
の
節
減

・A
円

用
の
抑
制
に
努
め
、
町
民
の

り
、
介

理
化
と

生
命
と
健
康
を
守
る
病
院
と
じ
て
経
営

を
闘
っ
て
ま
い
り
ま
す
.

改国
「
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
L

農
業
振
興
に
関
し
て
は
、

土
づ
く
り

か
丞
め
る
地
カ
瑚
進
対
策
の

一
環
と
し

て

、

業

主
体
を
農
協
に
お
願
い
し
、

縁
肥
作
物
作
付
推
進
対
策
を
実
施

す
る
ほ
か
、
省
産
地
問
問旅
を
活
用
し
た
堆

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
.

肥
増
産
ま
た
、
与
産
性
の
向
上
と
経
営
の
安

• 
定
の
た
め
に
、
米
の
計
画
的
生
産
の
徹

底
と
、
水
聞
に
お
け
る
去
、
大
豆
等
の

本
絡
的
生
産
を
二
本
伎
と
す
る
水
田
農

業
基
盤
の
確
立
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す。
務
産
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
世
間
疎
基

盤
再
編
総
合
箆
備
事
幾
に
よ
り
、
寸
前
合

等
生
産
緒
綾
の
懸
仰
を
巡
め
、
生
市
肌
性

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
.

山
刷
業
経
営
環
境
の
安
定
化
に
つ
い
て

は
、
農
地
利
用
の
集
積

・
土
地
利
用
翻

盤
、
経
営
移
議
年
金
等
の
受
給
指
導
、

ミ
後
継
去
の
配
偶
者
概
保
、
決
村
女

怜
地
織
活
動
支
綾
な
ど
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。
国
営

E
S
で
は
、
し
ろ
が
ね
地

は
じ
め
と
す
る

3
m梁
の
継
続
実
施
に

よ
り
、
畑
地
や
水
田
か
ん
が
い
用
水
路

と
排
水
路
、
道
路
慾

て
ま
い
り
ま
す
.

工

を
促
進
し

道
営
事
業
で
は
、
新
規
の
篠
原
市
地

区
担
い
手
育
成
基
盤
盤
備
事
業
を
は
じ

め、

8
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
.

商
工
業
搬
興
に
関
し
て
は
、
町
の
企

業
撮
興
措
置
条
例
に

数
や
新
規
起

づ
く
企
業
の
誘

泉
と
一

に
努
め
、
経
務
波
及
効

用
の
婦
の
硝
保
を
図
り
、
人

続
出
の
阻
止
と
新
規
定
住
の
促
進
を
図

り
ま
す
.
ま
た
、
商
庖
街
活
性
化
に
向

け
、
新
規
開
業
、
応
舗
の
糟
改
築
噂
に

対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
も
、
関
係
条 を

例
等
の
整
仰
を
行
い
、
き
め
の
細
か
い

新
た
な
支
後
策
を
模
然
し
て
ま
い
り
ま

す・

用
対
策
と
し
て
は
、
閣
の
緊
急
地

域
雇
用
特
別
対
策
推
進
事
業
を
活
用
し
、

地
元
農
務
産
物
の

P
R
と
と
も
に
、
付

加
価
値
そ
生
み
出
す
産

指
し
、

「地
織
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

，
農

づ
く
り
を

e手企.~"参事⑮ψiι⑨

と
食
の
祭
典
と
令
笑
施
し
ま
す
.

観
光
舷
興
に
つ
い
て
は
、
富
良
野

瑛
広
域
観
光
推
進
協
議
会
等
広
埠
で
の

観
光
客
誘
致
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
観
光
情

極
的
に
進
め
て
ま
い

報
提
供
な
ど
を

り
ま
す
.

ま
た
、
本
町
が
観
光
地
と
し
て
定

す
る
一
方
で
、
定
住
の
地
と
し
て
希

す
る
方
が
噌
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

回



や
新
規
定
住
促
進
の
た
め
の
窓

口
を
企
画
関
獲
線
に
置
き
、
関
係
部
所

等
と
の
調
盤
及
び
情
報
収
集
と
提
供
体

制
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
.

規
越

国
「
住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち
」

町
民
が
倣
艇
で
明
る
く
生
活
し
、
安

心
し
て
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
利
便
伎
の
商
い
社
会
基
盤

と
、
防
災
、
交
通
安
全
、
消
防

の
鍛
救
急
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
生
活
シ
ス
テ

ム
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
計
闘
で
は
、
平
成
凶
年
、
日
年

度
の

2
か
年
で
策
定
し
た
都
市
計
闘
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
駅
舎
・

機
組
、
商
築
地
織
鐙
備
機

駅
周
辺
態

怨
、
街
路
灯
艶
備
計
画
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
.・5
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は

公
園

日
の
出
公
闘
オ
l
ト
キ
ャ
ン
プ
総
コ
テ

ー
ジ
の
艶
備
を
行
、
、
供
用
開
始
に
向

け
た
運
営
管
理
等
の
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
区
、
街

公
園
に
つ
い
て
は

『北

』
毅
仰
と

『
桜
づ
っ
み
モ
デ
ル

事
集
」
を
逃
め
て
ま
い
り
ま
す
.

公
営
住
宅
妓
備
に
つ
い
て
は
、
東
町

栄
/:¥. cs.、

団
地
の
建
て
仙
甘
え
を
継
続
し
て
実
施
し

既
設
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

繍
修
を
は
じ
め
住
宅
の
維
持
管
理
に
努

め
、
入
居
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
住
環

境
の
回
世
供
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
江
花
地
l

簡
易
水
道
筋
絞
殺
繍
事
梁
を
、
本
年
度

配
水
管
の
敷
設
を
完
了
さ
せ
て
供
用
を

開
始
し
玄
す
。

束
中
地
区
簡
易
水
道
は
、

一点
綿
セ
メ

ン
ト
併
を
早
期
に
更
新
す
る
た
め
、
実

施
設
好
を
行
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
ま
、
泉
町
、

鮮
と
施
設
鉱
弧
b
z

制
町
地
区
の
儲
日
深

継
続
し
、
光
町
、
西
町
の
区
域
拡
大
認

可
を
受
け
、
基
本
設
計
銀
び
に

一
部
突

施
設
計
を
行
い
、
早
期
若
手
に
向
け
計

闘
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
3
年
の
供
用
開
始
以
来
、

綴
の

普
及
促
進
の
た
め
鋸
え
置
い
て
き
た
下

水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

業
安
定

化
の
た
め
の
見
直
し
図
り
、
改
定
を
行

い
ま
す
.
 

• 
し
尿
の
処
躍
に
つ
い
て
は
、
本
町
も

加
わ
る
彼
良
野
地
区
環
境
衛
生
組
合
の

新
施
設
建
設
が
、
本
年
度
か
ら
開
始
さ

れ、

平
成
M
年
度
に
完
成
、
平
成
時
年

4
月
供
用
開
始
の
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ま
で
の
問
、
現
有
術
生
セ
ン

タ
ー
の
適
切
な
機
能
維
持
を
行
い
、
延

命
処
理
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一
一
般
施
策
物
処
理
関
係
に
つ
い
て
は
、

指
定
分
別
や
笠
カ
ン
等
の
洗
浄
後
排
出

を
徹
底
し
、
処
理
に
閲
す
る
コ
ス
ト
低

減
及
び
周
辺
へ
の
悪
臭
や
典
央
発
生
の

防
止
を
図
り
、
上
沼
良
野
町
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
巡
切
な
処
理
運
営
を
行
つ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
減

化
と
資
源
化
の
促
進
及

び
行
政
資
用
品
H
狙
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
町
民
の
理
解
と
協
カ
を
得
な
が
ら
、

ご
み
処
理
の
有
料
化
の
具
体
化
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
町

で
は

成
日
年
度
に
3
名
の
尊
い
人
命

が
失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
官
・
民
野
町

交
通
安
全
条
例
の
基
本
理
念
の
も
と
で
、

交
通
安
全
窓
織
の
高
舗
を
回
り
、
交
通

安
全
施
設
の
計
画
的
な
盤
舗
を
進
め
な

が
ら
、
交
通

い
り
ま
す
.

放
の
横
誠
に
努
め
て
ま

道
路
網
等
の
鐙
備
に
つ
い
て
は
、
東

2
線
道
路
は
じ
め
8
路

の

改

良

・
舗

装
鐙
側
、
歩
道
で
は
南
基
線
道
路
と
北

幻
号
西
道
路
に
つ
い
て
、
E
淡
を
縫
巡

し
て
ま
い
り
ま
す
.

次
に
河
川
聞
係
で
あ
り
ま
す
が
、
防

衛
施
設
庁
所
管
の
陣
容
防
止
市
中
業
と
し

て
継
続
で
神
谷
川
改
修
外
3
事
業
を
実

施
し
、
前
習
場
内
の
旭
野
川

・
ポ
ロ
ピ

ナ
イ
川
土
砂
椛
出
対
策
の
笑
絡
設
計
及

び
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
.
ま
た
、

北
梅
道
の
河
川
改
修
に
伴
い
、

江
幌
橋

・
両
日
の
出
楠
の
製
換
工
ド
を
笑
施
し

ま
す
。市
街
地
内
の
街
灯
に
つ
い
て
は
『
術

並
灯
」
と
「
生
活
灯
』
に
区
分
し
た
新

た
な
維
持
管
制
時
体
制
へ
移
行
す
る
と
と

も
に
.
年
次
計
岡
に
よ
っ
て
市
街
地
俳

線
道
路
の
術
品
明
灯
務
仰
を
行
い
ま
す
。

町
併
パ

ス
の
巡
行
に
つ
い
て
は
、
老

初
化
に
よ
る
.
史
新
を
行
い
、
平
成
日
年

度
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
前
良
野
パ

ス
山
手
献
に
替
え
て
、
本
年
度
新
た
に

.零時... 刊Iγ，
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町
営
束
中
線
の
運
行
を
図
り
、
地
域
住

民
の
利
便
性
の
磁
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
.

回

園
長
に
創
る
ま
ち
」

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り

ま
す
行
政
と
町
民
に
よ
る

「協
働
』
の

ま
ち
づ
く
り
を
巡
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

広
報
広
聡
活
動
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
多

く
の
情
報
提
供
と
町
民
エ

l
ズ
の
抱
畑
地

に
努
め
る
よ
う

一
層
配
慮
し
て
ま
い
り

ま
す
。務

5聡

た
っ
て
は
、

z・成

日
年
度
に
投
位
し
た
『
謀
長
会
議
』
及

び
「
政
策
調
態
会
誠
」
を
通
じ
て
、
総

合
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
進
行
管
刻
一

政
策
評

内
の
縦
断
的
な
協
議

に
よ
り
、
効
議
・
的
な
行
政
推
進
が
関
ら

れ
る
よ
う

一
一肘努
め
て
ま
い
り
ま
す
@

等
級

ま
た
、
」
内
の
ス
タ
ッ
フ
体
制
に
つ
い

ス
タ
ッ
フ
機
能
が
十
分

る
よ
う
所
属
長
の
統
括
カ
及
び
資
質
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
.

て
も
、

ら
れ

哩聖~曹司

本
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
地
方
分

権
に
関
し
て
は
、
求
め
ら
れ
る

定

・
自
己

決

任
能
力
に
対
応
す
る
た
め

織

研
修
の
充
実
に
よ
り
政
策
形
成
能

カ
等
の
向
上
を

り
ま
す
。

ま
た

口
の
定
数
体
u
想
に
つ
い
て

は
、
地
域
福
祉
の
骸
と
な
っ
て
い
る
社

会
縞
祉
協

会
と
の
禽
畿
な
巡
慨
を
図



る
た
め
、
人
材
の
派
遣
に
よ
る
条
件
艶

仰
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
年
度
か
ら

新
た
な
算
務
と
し
て
介

梁
が

開
始
さ
れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
範
聞
が

が
附
加
す
る
こ
と
か

業
の
見
直
し
に
よ

保
険

絃
大
し
、
業
務

ら
、
既
存
事
務

・

り
、
現
行
喰
員
定
数
内
対
応
を
図
り
ま

す
.更

に
‘
人
事
管
理
に
つ
い
て
は
、
組

織
内
の
活
カ
を
高
め
る
た
め
の
適
材
適

所
の
人
事
配
置
を
行
い
、
効
市
中
的
、
効

果
的
な
施
策
の
推
進
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

経
常
的
な
行
政
費
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
社
会
環
境
を
考
慮
し
て
、
旅
費

制
度
の
見
直
し
と
、
給
与
水
機
の
適
正

化
を
巡
め
て
ま
い
り
ま
す
。

9
分
野
的
項
目
を
改
普
目
標
に
拘
げ

た
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
後
へ
向

け
た
適
切
な
押
価
と
見
直
し
を
行
い
、

平
成
昭
年
度
を
財
政
改
芯
元
年
と
位
置

付
け
た
取
り
組
み
と
巡
併
さ
せ
て
、
行

財
政
の

一一
肘
の
槌
金
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
平
成
日
年
8
月
の
町
制
施
行
印
年
に

あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
す
る

「町
政
印

年
行
政
史
」
の
発
刊
梁
務
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。

自
衛
隊
に
閲
し
て
は
、
基
地
調
鐙
室

を
中
心
に
‘
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
、
地

蟻
活
動
な
ど
を
通
じ
て

一一
胞
の
協
調
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
防
衛
施

• 

設
周
辺
盤
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
駐
屯

地
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
町
基
地
対
策
協
議
会
等
と
と

も
に
懸
案

撲
の
促
進
要
望
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

町
脱
に
つ
い
て
は
、
課
税
客
体
の
的

械
な
杷
槌
に
よ
っ
て
、
線
制
棋
の
公
平

・

公
正
に
努
め
る
と
と
も
に
、
納
期
内
完

納
の
縫
巡
と
滞
納
続
の
解
消
に

一一
附
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
等
戦
理
合
理
化
の
指

針
に
基
づ
い
て
、
納
税
奨
励
補
助
金
を

平
成
ロ
年
度
よ
り
平
成
時
年
度
の
4
年

間
、
定
市
中
で
削
減
し
て
ま
い
り
ま
す
.

ま
た
、
税
収
と
と
も
に
自
主
財
源
の

一
つ
で
あ
る
使
川
料

・
手
数
料
に
つ
い

て
も
、
未
収
や
滞
納
解
消
に
鋭
意
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
『
国
務
調
世
代
」
の
年
を
滋

え
る
た
め
、
正
搬
な
地
織
の
実
態
を
衣

す
統
計
と
し
て
、
町
民
の
ご
理
解
と
ご

協
カ
の
も
と
に
調
査
に
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
任
期
満
了
を
陸
え
て
執
行
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
衆
論
説
蟻
口
総

選
準
及
び
上
京
良
野
町
長
選
挙
に
つ
い

て
は
、
自
治
、
参
政
権
の
官
後
敏
行
の

機
会
と
し
て
啓
発
、
啓
磁
を
図
り
、
特

に
地
元
選
挙
に
際
し
て
は
、
選
挙
公
報

を
発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
織
機
構
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
行

政
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
の
効
果
は

朝

一
タ
に
は
符
ら
れ
な
い
性
絡
の
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
実
り
あ
る

改
革
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
職
員
の
怠

旗
改
革
に
も
観
点
を
注
ぎ
、
私
が
先
頭

に
立
ち
、
輸
員
共
々
、
全
庁

一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
.

平
成
ロ
年
度
予
算
案
の
棟
要

一
般
会
計
の
予
算
匁
棋
は
、
釘
億
4

千
1
百
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
対

比
け
%
の
減
少
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

• 
介
護
保
険
事
業
に
伴
い
、
介
崎
康
保
険
特

別
会
計
を
新
設
し
、
ま
た
、

一
般
会
計

か
ら
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
事
業
特
別
会

計
を
分
離
し
た
こ
と
に
よ
り
減
少
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
.

会
計
を
除
く
特
別
会
計
は
、
新

た
に
会
計
を
加
え
た
こ
と
に
よ
り
、
総

額
は
位
低
2
千
田
万
1
千
円
で
、
前
年

度
当
初
予
算
対
比
引
%
の
刑
加
に
な
.っ

て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
他
会
計
に
対
す
る
繰

出
会
及
び
繍
助
金
は
、
特
別
会
計
で
あ

り
ま
す
闇
民
他
隣
保
険
特
別
会
計
に
は
、

保
険
税
軽
減
の
指
置
等
と
し
て
、
老
人

保
険
特
別
会
計
及
び
介
緩
保
険
特
別
会

川
に
つ
い
て
は
、
基
倫
中
に
基
づ
く
も
の

と
し
て
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
事
集
特

企
別
会
計
に
つ

い
て
は
運
営
費
と
し

て
、
ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
及
び
簡
易
水
道
亦
業
特
別
会
計
に
は

建
設
資
及
び
公
俗
資
の
償
還
に
要
す
る

経
費
等
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
会
計
で
あ
り
ま
す
病
院

事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
基
準
に
基
づ

く
経
費
、
経
営
健
全
化
の
経
費
等
と
し

て
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
水

道
事
業
に
伴
う
負
担
金
指
置
と
し
て
、

納
助
金
及
び
出
資
金
を
十
上
い
た
し
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
楠
俗
世
念
講
ず
る
こ
と
に
よ

り
ま
し
て
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計

予
算
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
9

億
8
千
捌
万
9
千
円
、
老
人
保
健
特
別

会
計
日
億
5
千
叩
万
9
千
円
、

公
共
下

水
道
事
柴
特
別
会
計
7
僚
8
千
仰
万
7

千
円
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
2
儲

8
千
加
万
4
千
円
、

介
護
保
険
特
別
会

計
5
億
1
千
仰
万
5
千
円
、

ラ
ベ
ン
ダ

ー
ハ
イ
ツ
事
業
特
別
会
計
2
僚
8
千

m

万
7
千
円
、
病
院
事
業
会
計
日
俄
6
千

明
万
8
千
円
、

水
道
事
業
会
計
2
俄
5

千
邸
万
3
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計
と
企
業
会
計
予
算
の
合
計

は
、
括
償
3
千
蜘
万
2
千
円
と
な
り
、

一
般
会
計
予
算
と
合
わ
せ
た
町
の
総
予

算
額
は
旧
億
8
千
お
万
2
千
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
対
比
“
%
(
6
億
2
千

削
万
8
千
円
)
綿
加
の
財
政
燥
機
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

※
な
お
、
鉾
細
に
つ
い
て
は
叩
ペ
ー

ジ
以
障
の
『
平
成
ロ
年
度
予
算
の
緩
要
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
平
成
ロ
年
度
町
政
執
行
の
基

本
婆
努
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
町

員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
.

会

e手企:.~~trt/tlι⑨ 回



は

じ

め

に

g 

幻
世
紀
を
目
前
に
し
、
新
し
い
時
代

・
カ
聞
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
白
、
急

速
に
進
展
す
る
社
会
経
務
の
国
際
化
や

少
子

・
高
齢
化
、
地
方
分
権
時
代
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
今
校
教
脊
の
在
り
万
な

ど
、
活
力
と
創
造
性
患
か
な
社
会
を
つ

く
る
た
め
の
重
要
な
基
盤
で
あ
る
教
育

の
制
度
改
革
を
同
に
お
い
て
も
重
要
な

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
教
育

界
も
新
た
な
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
.
こ
う
し
た
大
き
く
変
化
す

る
社
会
紛
努
の
中
で
、
時
代
の
新
し
い

線
題
に
柔
軟
か
っ
主
体
的
に
対
応
し
、

心
雌
泣
か
な
人
の
育
成
や
心
身
共
に
健
康

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

で
充
る
生
渡
学
習
の
鰭
条
件
の
盤

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
志
す
.

会
と
し
て
も
、
そ
の
使
命

を

教事
M
長
官

と
役
割
を
深
く
鍔
醸
し
「
町
の
第
4
次

総
合
計
画
」
と
「
第
5
次
社
会
教
帯
同
中

期
計
画
」
は
む
と
よ
り
、
園
、
道
の
教

高
橋
教
育
長
は
s
f
点
目
存
度
の
教

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
第

1
自
定
例
会
町
議

会
で
教
育
執
行
方
針
の
説
鳴
を
行
い
念
し
た
。

こ
こ
に
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
4
4
す
。

育
方
針
を
指
棋
と
し
、
時
代
の
進
展
に

対
応
し
た
教
育
行
政
を
町
民
作
位
の
御

理
解
と
御
支
綬
を
い
た
だ
き
な
が
ら
維

進
す
る
よ
う
級

の
努
カ
を
し
て
ま
い

り
ま
す
.

る

手
校
教
育
の
推
進

@ 

子
ど
も
途
を
取
り
港
く
状
況
が
箸
し

く
変
容
す
る
ゆ
で
、
盟
か
な
人
間
性
を

• 
古
川
て
、
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
主
体
性
や
鋼
造
伎
の
脊
成
を

一
一脳

進
め
る
こ
と
が
重
要
な
総
崩
で
あ
り
ま

す
.
。
か
な
心
や
社
会
生
活
を
営
む
よ

で
必
要
な
基
礎
、
基
本
な
ど
、
時
代
を

組
え
て
も
変
わ
ら
な
い
価
値
を
身
に
付

け
さ
せ
、
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

資
質
や
能
カ
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
ま
す
.
そ
の
た
め
に
は
、
学

校
、
家
庭
、
地
織
社
会
が

一
体
と
な
っ

て
カ
を
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

十
分
来
た
す
と
共
に
、
自
ら
学
び
、
考

崎
ど
も
速
が
ゆ
と

え
る
怠
欲
を
持
ち
、

り
と
う
る
お
い
の
中
で
育
ん
で
い
け
る

ょ
う
教
育
内
容
の
充
実
を
闘
っ
て
ま
い

り
ま
す
.

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
を
生
涯
学

習
活
動
の
蜘
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
積
極
的
に
開
放
し
、
地
域

と
結
び
つ
い
た
聞
か
れ
た
教
事
H

の
場
づ

く
り
に
鍔
め
て
・
ま
い
り
ま
す
.

学
校
や
地
減
の
特
伎
を
活
か
し
た
教

育
課
粍
の
編
成
、
実
施
に
努
め
る
と
共

に
、
基
礎
、
基
本
を
魚
視
し
、
側
性
を

荊
か
す
教
育
線
程
の
充
実
に
鉱
閉
め
て
ま

い
り
ま
す
.

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
教
育
機
器
の
活

用
を
図
り
、
個
に
応
じ
た
指
導
や
指
導

計
画
、
指
導
方
法
の
工
失
念
す
る
な
ど
、

新
し
く
創
設
さ
れ
る
総
合
学
符
の
時
間

も
貌
野
に
入
れ
な
が
ら
、
自
ら
探
題
を

見
つ
け
、
自
ら
4
4
え
、
問
阻
を
解
決
し

視
し
た
学

習
指
導
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
.

て
い
く
カ
を
益
う
こ
と
を

学
校
教
脊
の
成
果
は
、
教
職
日
の
努

力
と
情
熱
、
そ
し
て
指
導
力
に
負
う
と

• 
こ
ろ
が
大
き
く
、
教

民
自
ら
が
資

能
力
の
向
ょ
を
図
る
こ
と
は
緩
め
て

要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
.

教
職
員
に
教
義
や
専
門
的
知
織
の
習

件
と
実
践
的
な
指
導
カ
の
向
上
を
図
っ

て
い
た
だ
き
、
教
職
員

一
人

一
人
の
意

欲
を
高
め
る
た
め
の
研
修
体
制
の
充
実

や
臼
常
の
慢
策
実
践
に
結
び
付
く
研
修

な
ど
、
幅
広
い
視
野
を
持
つ
教
員
を

成
す
る
た
め
、
研
修
活
動
の

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

囚

の
充

各
学
校
に
お
い
て
生
徒
指
導
の
会
体

計
闘
を
鐙
附
し
、

人

一
人
の
人
絡
の

よ
り
・
民
い
発
艇
を
目
指
し
、
学
校
生
活

が
楽
し
く
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

教
聴
口
の
共
通
理
解
に
よ
る
協
働
体
制

の
も
と
で
、
適
切
な
指
導
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
不

い
じ
め
、

登
校
、

カ
行
為
等
児

内f

徒
の
問
題
行
動
は
憂
慮
す
ベ

あ
り
、

状
況
で

ら
を
体
す
る
心
や
他
人
を
思

い
や
る
心
の
脊
成
、
生
命
の
尊
さ
を
自

覚
さ
せ
る
よ
う
学
校
、
家
庭
、
地
結
社

会
が
迷
携
を

一
層
強
化
し
、
ま
た
「
上

富
良
野
の
背
少
年
健
全
育
成
を
す
す
め

る
会
」
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
、
団

体
等
の
指
導
と
協
カ
を
い
た
だ
き
な
が

ら
地
域
が

一
体
と
な
り
、
生
徒
指
導
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
.
ま
た
、



の
悩
み
や
相

ま
す
.

活
動
の
充
実
に
努
め

生
徒
の
生
命
の

対
す
る
意
識
を
高
め
、
日
常
生
活
に
お

い
て
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
あ
わ

せ
、
児
抵
生
徒
の
実
態
に
即
し
た
指
導

と
向
ら
進
ん
で
述
動
に
観

!Jl 

さ
や
健
康
に

方
法
の
改

し
み
、
体
カ
向
上
に
努
め
る
よ
う
指
得

す
る
と
共
に
、
た
く
ま
し
い
心
身
を
育

て
る
健
泌
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
.

ま
た
、
交
通
事
紋
や
予
期
せ
ぬ
地
震
、

火
災
等
の
災
復
の
陳
に
適
切
な
行
動
が

取
れ
る
よ
う
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
述

慨
し
た
安
全
指
導
や
啓
均
誠
意
撒
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
.

小
規
敏
枝
の
特
伎
を
活
か
し
、
地
域

の
一
体
と
な
っ
た
特
色
あ
る
教
育
活
動

を
行
い
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
.
少

子
化
等
に
伴
い
小
娘
棋
化
が
進
む
中
で
、

小
人
数
を
活
か
し
た
指
導
計
画
の
改
普

を
図
る
と
共
に
、
学
ぶ
怠
欲
を
高
め
る

失
や

一
人

一
人
を
活
か

す
多
面
的
な
評
価
を
工
夫
す
る
な
ど
、

学
習
指
導
の

• 

を

ま
れ
た
自
然
や
文
化
の
教
古
川

環
境
の
活
用
を
困
り
、
小
規
模
の
特
性

を
活
か
し
た
へ
き
地
・
複
式
教
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
.

属
の

生

心
身
に
陣
告
を
も
っ
児
蛍
が
年
々
明

え
て
い
る
状
況
に
あ
る
中
、
児
蛍
生
徒

が
極
々
の
凶
錐
会
克
服
で
き
る
よ
う
学

校
の
指
導
体
制
や
教
脊
活
動
の
仁
犬
、

玄
た
、
通
常
の
学
校
の
児
童
生
徒
と
の

触
れ
合
い
交
疏
を
行
う
な
ど
、
指
掴
押
内

務
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
.
し
か
し
、
特
殊
教
古
川
の
兇
微

生
徒
の
陣
省
が
慣
度
、
屯
後
化
、
多
純

化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
指

導
内
科
、
指
導
方
針
等
と
特
殊
教
作
絢

訟
は
卜
分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
.
今
後
は
、
特
品
開
教
事
H

に
向
を
向

け
、
指
剖
押
計
剛
の
終
仰
と
指
導
体
制
の

硝
立
を
闘
り
、
家
庭
や
地
織
社
会
と
の

述
械
を

一
層
浴
に
し
、
陣
容
の
状
視
に

応
じ
た
指
導
充
実
に
努
め
る
と
叫
ん
に
‘

路
般
の
改
普
計
岡
を
進
め
、

一
人

一
人

の
発
途
を
促
す
特
殊
教
育
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
.

西
小
学
校
の
改
築
事
梁
は
、
平
成
日

年
度
と
平
成
ロ
年
度
の

2
か
年
継
続
で

施
設
庁
と
文
部
省
の
嫡
助
を
受
け
、

本
年
目
月
に
伸
明
工
、
日
月

~ji 

日
ま
で
に

は
快
適
で
近
代
的
な
教
育
環
境
施
設
で

授
業
が
開
始
で
き
る
よ
う

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
.

撲
の
推
進

そ
の
他
の
教
育
締
設
と
設
備
の
鐙
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
学
校
と
も
施
設

の
巡
切
な
維
持
管
理
を
要
す
る
時
期
に

き
て
お
り
、
本
年
度
は
、
児

生
徒
の

安
全
と
忽
を
裂
す
る
と
こ
ろ
の
改
帆
仰
を

優
先
し
牧
備
を
行
い
、
今
後
も
年
次
川

闘
で
教
育
絡
殺
の
鍍
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
.

教
育
機
総
の
鞍
仰
と
し
て
、
西
小
川
ア

校
と
前
-M小
学
校
に
教
育
問
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
調
格
交
付
金
事
業
で
盤
仰
を

行
い
、
情
報
化
教
古
川
の
戦
備
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
.
ま
た
‘
児
双
生

徒
の
減
少
に
伴
い
、
上
洛
良
野
小
学
校

に
余
裕
教
宗
一が
あ
る
こ
と
か
ら
学
社
融

合
と
特
殊
教
育
も
視
野
に
入
れ
、
校
舎

全
体
の
絡
設
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の

基
本
計
阿
を
策
定
い
た
し
ま
す
.

教
聴
貝
住
宅
の
環
境
終
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
作
位
、
教
職
日
住
宅
創
戸
を

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
配
置
し
維
持
管
瑚

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
住
宅

も
老
朽
化
が
巡
み
、
居
住
し
て
い
る
教

職
口
よ
り
改
抽
聞
を
断
官
製
さ
れ
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
.
今
後
も
、
年
次
計
岡

で
遂
次
生
活
環
境
の
艶
仰
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
が
、
本
年
は
、

5
棟
凶
戸
の

• 
改
普
と
束
中
1
榔
2
戸
の
住
宅
の
艶
備

を
行
い
ま
す
.
ま
た
、
古
い
建
物
を
改

築
、
改
脅
す
る
た
め
に
は
、
多
大
な
財

政
投
資
が
必
製
な
こ
と
か
ら
、
民
間
ア

パ
ー
ト
の
賃
貸
も
合
め
教
職
員
住
宅
の

整
備
計
聞
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
.

児
抵
生
徒
の
食
晴
好
が
多
織
化
す
る

中
で
「
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
、

心
身
の
健
金
な
発
述
を
図
る
」
と
い
う

学
校
給
食
の
目
的
に
添
い
、
好
ま
れ
る

給
食
の
拠
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
.

現
給
食
セ
ン
タ
ー
は
‘
昭
和
部
年
に

悠
股
し
て
か
ら
初
年
を
経
過
し
、
術
品

と
も
老
桁
化
し
て
き
お
り
、
早
期
の
改

畿
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
当
面
は
、

食
中
器
等
の
防
止
の
た
め
の
備
品
を
本

年
度
犠
備
し
、
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図

り
安
全
な
給
食
の
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
.

子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
轡

し
く
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て、

生
謹
に

わ
た
る
人
間
形
成
を
培
う
幼
児
期
の
教

脊
の
関
心
は
高
ま
り
、
益
々

要
と
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
.
遊
び
を
中
心
と4H

 

し
た
獲
し
い
集
団
生
活
の
中
で
、

な
生
活
体
験
を
さ
せ
た
り
、
幼
児
期
に

ふ
さ
わ
し
い
道
徳
性
を
身
に
付
け
さ
せ

る
な
ど
、
幼
児

一
人

一
人
の
良
さ
を
伸

ば
し
、
他
や
か
に
育
て
る
幼
児
教
育
の

充
実
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
役
割
を
鰻
う
民
間
の
幼
稚
凶
の

任
を
袋
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
就
闇
奨
励
補
助
金
に
よ
る
保
護
者
の
負

担
軽
減
と
預
り
保
育
に
伴
う
助
成
措

を
講
じ
る
な
ど
、
創
意
に
富
む
幼
稚

経
営
の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

上
宮
良
野
高
校
は
創
立
以
来
臼
年
の

歴
史
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
.

聞
和
田
年
か
ら
平
成
8
年
ま
で
は
、
-

学
年
3
学
級
を
維
持
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
少
子
化
の
影
智
や
職
業
科
へ
の
進

路
選
択
、
ま
た
、
特
色
あ
る
教
育
を
行

う
私
立
高
校

へ
の
志
向
が
峨
え
、
平
成

e手企~GI~.ゅ1"⑨回



9 
年

か
ら
生

及
ぼ
し
て
U
る
.娘
因
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
過
に
お
い
て
改
築
計
闘
が
検
討

さ
れ
て
い
る
段
僻
を
迎
え
て
お
り
、
安

定
的
な
学
校
運
営
の
た
め
に
は
1
年
で

集
着
工
を
し
て
い
た
だ
く
よ

も
阜
く

ぅ
、
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
町
を

体
制
を
硲
立
し
、

道
に

upげ
て
の
組

対
し
刷
悔
的
な
改
策
促
進
の
陳
情
行
動

を
行
う
こ
と
が
必
彊
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

2
M
9
H
に

「上

-M良
野
尚
等
学
校
校
合
改
築
促
進
期
成

会
」
を
役
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
校
の
校
舎
改
築
時
に
併
せ
て

現

αの他
H

通
科
と
職
業
科
と
の
M
w
m
以
も

視
野
に
入
れ
た
配
位
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
陳
情
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
.

こ
れ
ま
で
上
前
良
野
尚
校
の
教
育
指

興
会
を
通
じ
て
支
録
し
て
お
り
ま
し
た

作
種
事
業
に
加
え
、

「上
京
良
野
高
等

ハP
校
生
徒
学
資
金
貸
付
」
「
進
午
、
就

の
緩
絞
対
策
」
「
入
学
敵
償
金
支
給
』

を
新
た
に
町
の
行
政
施
策
と
し
て
鳩
じ

る
よ
う
な
所
要
の
予
算
術
慣
と
条
例
制

定
を
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

特
段
の
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま

す

少
し
、
現
在

2
間
口
維
持
の
た
め
の
生
徒
数
を
何
と

カる
碍

す
る
と
い
っ
た
極
め
て
厳
し
い

現
実
の
中
で
学
校
運
営
を
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
.
(

の
志
願
者
数
は
必
名
で
あ
り
ま
す
.
}

道
に
お
い
て
は
「
公
立
高
等
学
校
適

正
配
置
計
園
」
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、

3
間
口
以
下
の
小
娘
糠
校
の
取
り
敏
い

恭
懲
の
中
で
、

2
m
u以
下
に
な
っ
た

場
合
は
統
鹿
合
が
適
切
と
い

っ
た
厳
し

考
ま
で
に
本
年
度

い
内
容
の
規
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
将
来
、
非
常
に
厳
し
い
現

実
に
直
而
す
る
の
で
は
な
い
か
と
大
き

な
危
織
感
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
現
状
を
.
山
内
認
殺
し
、

安
定
し
た
学
校
巡
符
が
闘
ら
れ
、
地
織

に
線
ざ
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の

た
め
、
道
立
高
校
と
い
っ
た
こ
と
の
慨

念
を
銭
き
に
し
、
町
と
し
て
も
制
極
的

な
支
復
策
を
減
じ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
上
宿
高
校
は
昭
和
刊
停
に
悠

設
さ
れ
、
以
来
お
年
を
経
過
し
施
設
の

老
桁
化
が
箸
し
く
、
快
適
な
教
育
環
境

と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
り
、
上
京
市

校
へ
の
志
願
者
数
に
も
大
き
な
影
響
を

• 
社
会
教
育
の
推
進

。

国
際
化
、

科
学
技
術
の
巡
回
杭
.

は
高
齢
化
、
少
子
化
の
進
行
と
午
前
木

触
の
向
上
や
余
臨
時
間
の
舷
大
等
、
社

会
は
こ
れ
か
ら
も
忽
速
か
つ
怯
絡
に
変

化
す
る
こ
と
が
予
知
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

新
た
な
附
代
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し

て
い
く
社
会
教
育
の
般
巡
が
革
製
で
あ

り
ま
す
.
地
域
住
民
J

人

〕
人
が
山
下
山市川

に
生
き
が
い
や
泌
し
さ
を
見
い
山
し
、

心
身
共
に
健
雌
で
充
実
し
た
人
生
を
制

巡
し
よ
う
と
す
る
怠
欲
が
尚
ま

っ
て
い

る
状
胤
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

f
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
あ
ら
ゆ
る
人
述
が
生
滅
の

H

行
時
期
に
白
山
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

環酬明
，つ
く
り
と
学
校
教
脊
と
社
会
教
育

し
、
体
と
な

っ
て
取

が
相
互
に
協

り
組
む
学
社
融
合
の
活
動
を
進
め
て
行

く
こ
と
カ
必
要
で
あ
り
ま
す
.
ま
た
、

学
校
、
家
庭
、
社
会
が
相
互
に
述
携
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
機
能
や
役
制
を
十
分

発
仰
し
、

三
涯
に
わ
た
る
学
期
M

活
動
や

社
会
参
加
へ
の
怠
欲
や
活
カ
あ
る
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
、

「第
5
次
社
会
教

背
中
期
計
百
」
を
基

現
に
向
け
総
合
的
か
つ
針
闘
的
な
活
動

と
し
、

縫
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
少
年
期
に
お
い
て
家
庭
は
、
社
会

生
活
に
必
要
な
生
活
習
慣
や
人
間
形
成

~ 
1こ

の
基
礎
を
縫
う
重
要
な
役
測
を
煩
っ
て

お
り
、
し
つ
け
や
道
徳
を
身
に
付
け
さ

せ
る
な
ど
の
社
会
性
や
臼
発
性
を
埼
う

た
め
に
も
家
脳
で
の
教
行
は
非
常
に
大

切
で
あ
り
ま
す
.
肱
-M

悠
族
化
や
少
子
化

将
の
家
腔
潔
附
棋
の
変
化
か
ら
、
ト
阜
市
水
家

雌
が
川
水
た
す
べ
き
教
育
カ
の
低
下
が
指

嫡
さ
れ
て
お
り
、
千
ど
も
の
発
途
段
階

に
応
じ
た
・
不
括
教
育
に
関
す
る
学
級
や

純
度
の
開
設
等
、
子
育
て
支
鍛
体
制
の

充
実
や
・
妖
雌
の
教
育
力
の
充
実
の
た
め

の
偶
発
活
動
、
史
に
縦
と
r
y
の
併
を
深

め
る
た
め
の
学
期
円
活
動
機
会
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
.

子
ど
も
途
が
地
域
社
会
の
ゆ
で
、
自

然
や
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
や
隙
々
な
体

験
を
通
し
て
、

自
主
的
、
向
発
的
に
活

動
す
る
こ
と
は
、
社
会
性
、
協
調
性
や

積
極
性
を
縫
う
怠
味
か
ら
も
大
切
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
の
変
化
に
伴

し、

ど
も
述
の
自
然
体
験
や
体
験
活

的
実

動
が
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
学
校
迎

5
日
制
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
子
ど
も

会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
加
入
を
奨

励
し
、

ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

• 
動
な
ど
、
同
じ
興
味
、
関
心
を
持
つ
サ

ー
ク
ル
活
動
を
推
進
し
、
多
用
な
体
験

活
動
の
機
会
の
充
実
を
学
校
、
家
庭
、

地
峨
社
会
と
の
述
慨
を
深
め
な
が
ら
心

回

身
共
に
健
全
な
子
ど
も
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
.

帆

H
伝
・
の
社
会

加
や
学
習
活
動
が
停

滞
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
附
係
機

関
、
間
体
‘
駿
肌
切
な
ど
と
迎
棋
を
図
り
、

社
会
参
加
や
池
峰
行
匹
へ
の
秘
縫
的
な

参
加
を
促
進
す
る
と
共
に
、
各
種
学
智

機
会
、
研
修
事
業
や
団
体
活
動
を
奨
励

し
、
各
組
昨
年
団
体
活
動
の
活
性
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
.

余
暇
時
間
の
明
大
、
週
休

2
1
制

生
活
環
境
の
変
化
も
あ
り
、
生
活
に
う

る
お
い
と
艶
か
さ
を
求
め
る
学
智
窓
欲

は
益
々
高
ま
り
、
そ
の
ニ

l
ズ
も
多
織

化
、
高
度
化
の
傾
向
を
示
し
、
学
管
内

容
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

成
人
や
女
性
の
領
域
に
応
じ
て
、
学
級
、

講
座
等
の
開
設
や
文
化
団
体
や
体
育
問

体
な
ど
の
地
織
活
動
へ
の

の
学
智
を
促
し
、
関
係
機
関
や
各
験
勉

加
と
個
人

と
の
十
分
な
連
携
図
り
、
幅
広
い
学
習

機
会
の
充
実
や
個
人
学
智
の
支
後
体
制



の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
.

高
齢
化
が
急
速
に
巡
ん
で
い
る
今

活
力
あ
る
高
齢
化
社
会
を
築
く
た
め
に

は
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
充
実
し
た

ι活
を
送
れ
る
よ
う
諸
制
度
の
充
実
や

境
い
を
高
め
る
こ
と
が
必
援
で
あ
り
ま
す
.

備
を
推
進
し
、
他
践
と
ふ
れ
あ

こ
の
た
め
、
い
し
ず
え
大
学
の
充
実
や

多
様
な
学
溜
機
会
を
提
供
す
る
と
共
に

主
的
な
活
動
や
奥
な
る
殴
代
と
の
交

抗
酬
を
進
め
、
商
船
磁
の
も
つ
経
験
や
能

カ
を
活
カ
す
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
.

近
年
、

主
汚
水
織
の
向

や
余
暇
時

聞
の
瑚
大
に
伴
内
心
の

め
、
文
化
活
動
へ
の
参
加
意
欲
や
地
峨

文
化
の
創
造
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
.
心
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
の
で

き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、

か
さ
を
求

文
化
活
動
へ
の
多
加
の
機
会
や
芸
術
文

化
鑑
賞
機
会
の
促
進
に
努
め
る
と
共
に
、

各
種
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
自
主
活
動
に

対
し
、
よ
り
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う

支
畿
を
し
て
ま
い
り
ま
す
.

文
化
会
館
の
艶

に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
早
期
実
現
を
熱
鐙

• 

さ
れ
て
い
る
町
の
懸
案

す
が
、
町
の
厳
し
い
財
政
的
な
事
怖
か

ら
、
当
市
は
、
現
在
の
公
民
館
の
大
ホ

ー
ル
を
改
修
し
、
町
の
文
化
活
動
の
拠

点
と
し
て
盤

A
で
あ
り
ま

す
る
よ
う
検
肘
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
改
修
の
た

め
の
笑
施
般
計
を
行
う
よ
う
所
要
の
予

算
措
置
を
い
た
し
ま
し
た
.

郷
七
鮒
と
闘
妬
記
念
館
の
両
組
設
は
、

町
の
文
化
財
の
保
穫
と
傑
作
柄
動
の
拠

点
と
し
て
位
位
付
け
投
位
し
て
お
り
ま

す
が
、
民
一mH聞
は
回
定
化
し
、
入
館
者

は
少
な
く
、
効
率
的
な
述
用
が
図
ら
れ

て
い
な
い
と
い

っ
た

閣
が
あ
り
志
す
.

展
示
物
の
配
問
符
え
や
情
線
提
供
等
を

行
う
な
ど
、
内
容
の
盤
側
充
実
に
依
田
め

る
と
共
に
、
史
跡
や
遺
物
な
ど
の
文
化

財
が
開
発
や
人
刊
の
移
動
な
ど
で
失
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
保
存
、
収
仙
加
、
、

整
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
他
市
町
村
の
実

態
も
踏
ま
え
、

一
人
で
も
多
く
の
万
々

に
縦
覧
い
た
だ
き
、
町
の
療
史
に
対
す

る
慾
織
の
高
紛
と
効
率
的
な
締
設
運
営

を
図
る
よ
う
、
百
施
設
の
入
館
料
を
無

料
と
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
.

は
、
昭
和
話
作
に
般
置

さ
れ
以
来
ぬ
年
を
経
過
し
て
お
り
、
狭

陸
で
施
設
機
能
も
悪
く
大
変
不
便
を
か

け
た
中
で
ご
利
問
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
図

現
在
の
鴎

を
通
じ

て
の
学
山首
意
欲
が
向
上
し
、
平
成
凶
年

で
は
1
万
4
千
抑
人
に

度
の
利
用
笑

3
万
5
千
市
冊
の
貸
出
し
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
(
容
考
:
蔵
官
話
3
万
4
千
蜘

flfT 
図
暫
館
の
施
設
験
則
現
実
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
方
か
ら
も
熱
M
m
さ

の

れ
て
い
る
町
の
窓
弾
な
懸
案
事
探
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
1
年
で
も
コド
く

町
民
の
符
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
よ
う

よ
り

一一
附
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
.

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

1
シ

ヨ
ン
活
動
へ
の
志
向
は
年
々
高
ま
っ
て

お
り
、
今
後
、
社
会
の
尚
齢
化
や
余
蝦

時
間
の
舷
大
な
ど
か
ら

一一
柑
発
鼠
概
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
.
多
様
化
す
る

町
民
の
エ

l
ズ
や
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
途
段
階
に
応
じ

た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
学
校
体
脊
施
設
の
開

放
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
サ
ー
ク
ル
活
動

へ
の
支
綬
体
制
や
指
導
骨
の
養
成
、
ス

ボ
l
ツ
大
会
な
ど
「
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
味
わ
い
、
健
康
な
心
身
を
脊
む
仕

• 
し
、
よ
り

一

め
て
ま
い
り
ま
す
.

ま
た
、
今
年
は
西
暦
2
千
年
と
い
う

節
目
の
記
念
す
ベ
き
年
で
あ
り
、
町
民

皆
ス
ポ
ー
ツ
の
町
づ
く
り
を
目
的
に
『
西

暦
2
0
0
0年
記
念
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
.

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
絡
の
鐙
俄
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、

こ
の
謀
本
計
闘
を
も
と
に
放
置
織
所
の

候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て
、
教
育
後
民

会
、
体
育
協
会
、
政
策
割
強
会
鵠
等
で

現
地
蜘
査
を
踏
ま
え
種
々
協
鵠
し
、
候

補
地
を
選
定
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
候
補
地
の
決
定
に
つ

い
て
蟻
会
と
も
充
分
協
融
し
、
本
年
度eh .

， 

"
と
用
地
買
収
を
行
い
、

実
施
日
年
度
の
供
用
開
始
を
目
標
に

逃
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

歯
際
化
の
進
展
に
伴
い
、

ひ
と
、
も

の
、
情
報
の
交
流
活
動
は
、
益
々
活
発

に
な
り
、
国
際
的
な
交
疏
と
貫
献
は

一

要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
.
国
瞭

的
な
広
い
視
野
を
持
ち
、
外

歴
史
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
自
分

の
考
え
を
表
現
で
き
る
都
礎
的
な
カ
を

脊
成
す
る
た
め
、
学
絞
教
払
H

と
社
会
教

育
に
お
い
て
同
際
瑠
解
教
書
H

を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
.

の
文
化
、

昨
年
、
本
町
と
友
好
都
市
俊
携
を
結

ん
で
お
り
ま
す
カ
ム
ロ

ー
ズ
市
よ
り
、

ジ
ョ
ン

・
リ
ン
ド
ス
ト
ラ
ン
ド
ご
夫

を
招
致
し
、
昨
年
8
月
よ
り
ご
失
饗
で

学
校
、
公
民
館
講
鹿
等
で
活
蹴
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お

わ

り

に

@ 

推

以
上
、
平
成
立
年
度
の
教
育
行
政

点
に
つ
い
て
自
申
し
上
げ
玄
し
た

者
、
各
関
係

り
な
が
ら

行
の

や
団
体

と

巡

棋

を

町

の

教

育

、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
、
各
分

野
に
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存

の
ご
理
解
と

い
申
し

が
、
町
理

で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
カ
を

上
げ
玄
す
.
り
ま
す
よ
う
お

@戦:'QI~ ~再iι@回



成12年度の予算が決まりまじ?と

.易協ふら⑫@予算
87億4，100万円
143億8，026万円

一般会計予算

各会計の総額

ヨ手

指
成
の
概
要

町
財
政
の

一
般
財
椋
の
主
な
も
の

は
、
町
税
と
地
方
交
付
税
等
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
町
税
に
あ
っ

て
は
、
景
気
低
迷
の
影
響

・
恒
久
的

な
減
税
措
置
等
か
ら
町
民
税
は
凶
万

円
の
地
、
固
定
資
産
税
は
評
価
替
え

に
よ
り
2
千
羽
万
円
の
減
、
た
ば
こ

税
は
印
万
円
の
刷出
、
そ
の
他
税
目
で

は
1
百
円ω
万
円
の
械
と
な
り
、
本
年

度
は
2
千
仰
万
円
減
(前
年
対
比
川
%

減
)

の
9
他
印
万
円
と
な
り
ま
し
た
.

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は

全
国
ベ
l
ス
で
幻
兆
4
千
町
億
円
で

前
年
対
比
日
%
噌
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
の
半
分
以
上
が
都
道
府
県

の
法
人
税
減
収
の
補
て
ん
に
充
て
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、

市
町
村
の
実
質
的

な
伸
び
は
全
国
ベ
ー
ス
で
川
%
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
つ
い
て
は
固
定
資
産
の
評

価
替
え
影
響
額
等
に
よ
る
基
摺
財
政

収
入
額
の
減
、
基
準
財
政
需
要
額
投

資
分
の
玄
幅
減
(
全
国
ベ

l
ス
口
%
越

地
方
償
事
業
費
補
韮
の
増
等
を
基
に

積
算
す
る
と
前
年
交
付
額
を
3
千
万

円
程
度
到
る
予
定
で
す
が
、
留
保

• 
(単位 :万円}

435』Z 計 名 平成12年度 平成11年度 比較 対比(%) 一般会計からの補助 ・繰出金符

一 般 会 計 874.1∞ 900.印O企 26.4∞& 2.9 平成12年度 平成11年度 比較 対比(%)
国民健康保険特別会計 98，991 86，&16 12，345 14.2 10，888 10，650 238 2.2 

特 老人保健特別会 計 iお，818 119，凶6 16.i担 14.1 7，071 6，561 510 7.8 

}5IJ 
公共下水道事業特別会計 78，ωl 75，933 2.758 3.6 21，414 21，671 企 257 A 1.2 

簡易水道事業特別会計 28，郷 47，542 A 19，244 A 40.5 8，0担 9.721 企 1，臼9企 16.9 
432』E 

介 護保険特別会 計 51.419 。51，4乃 。9，229 。9，2却 。
針 ラベンダーハイツ事業特別会計 お，791 。28，791 。5，781 。5，781 。
合 計 422，068 329.157 92.911 28.2 62.4防 48.603 13.862 28.5 

収益的収入
収 入 113，536 114，592 A 1，056 A 0.9 

病会
支 出 113，536 114.592 企 1，056 企 0.9 院

事業計 本的資入収
収 2，船4 5.6訂 2，993 52.9 

27，お3 お，却2 2，051 8.0 
~、4、0 

入 A 企

支 出 2，664 5，657 企 2，993 企 泣.9
営

収収 収 入 18，749 18.396 お3 1.9 

{e 
水会 益的入 支 出 18，749 18，396 お3 1.9 道 1，197 1，2叩 企 93企 7.2 

業 事業計 本的資収入
収 入 389 3.070 A 2，681 A 87.3 

ぷ~ 支 出 6，卿 7，574 A 665 A 8.8 

収収 収 入 132，お5 132.錦8A 703 企 0.5 
計
業泊AdzLzhちzぷE』3 益的入 支 出 132，怨S 132，988 A 7回 A 0.5 

資本収 収 入 3，侃3 8.727 5.674 65.0 
抱，750 26，792 1，958 7.3 

計計
企 企

的入 支 出 9，513 13，231 & 3，658 & 27目6

総 dEbヨh 2十 1.438.026 1.375.876 & 62.150 企 1.3 91.215 75.395 15.820 企 21.0 

平成12年度上富良野町各会計予算

• 
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額
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
予

上
は
普
通
交
付
税
犯
億
8
千
加
万
円

(
前
年
対
比
M
%
)
、
特
別
交
付
税
2

億
7
千
万
円
(
前
年
対
比
臼

・
8
%
増
)

の
合
計
お
億
5
千
加
万
円
(
前
年
対

比
日
%
糟
)
と
い
た
し
ま
し
た
。

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
国
、
地

方
と
も
財
政
状
況
は
悪
化
の

一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も

苧成12，年度一般会針予算

「
四
季
彩
の
ま
ち

・
か
み
ふ
ら

の
S
ふ
れ
あ
い
大
地
の
創
造
」
を
目

指
し
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
た
。

重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
ロ
ペ
ー

ジ
を
ご
ま
く
だ
さ
い
。

• 

計

そ
の
傾
向
は
府
機
で
す
が
、
本
年
を

『
財
政
政
革
元
年
』
と
位
置
付
け
、

今
後
予
定
さ
れ
る
国
営
事
業
償
還
に

備
え
な
が
ら
健
全
財
政
の
確
保
を
図

る
た
め
地
方
債
借
入
額
の
上
限
股
定
、

行
政
改
革
の
推
進
、
例
外
の
な
い
事

業
の
見
直
し
等
に
よ
り

一
庖
の
経
費

の
削
減
に
努
め
、
行
財
政
の
ス
リ
ム

化
を
図
り
、
第
4
次
総
合
計
画
の
テ

'マ

財産収入
1.256万円 繰鍾金
0.1%(7.8%相)3.000万円

使用斜及び手数斜 ¥rー 0.3%(傍t曾)
9218万円一一一¥I その他交付金等
1.1%(2.4%蜘 ¥ ¥ I 13惚9.016万円

4.5%(33.5%減)

地方11与税
1 <<!.4.400万円
1.6%(婚減なし

道支出金
3{l0.868万円
3.5%(21.8%減)

緑入金
3{@2.966万円
3.8%(35.4%減)

• 
m万
円
糟
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
町
予
算
総
額

は
介
護
保
険
特
別
会
計
・
ラ
ベ
ン
ダ

ー
ハ
イ
ツ
事
業
特
別
会
計
の

2
会
計

を
新
た
に
設
け
た
こ
と
か
ら
附
億
8

千
Mm
万
円
で
前
年
対
比
川
%
の
畑
(6

億
2
千
削
万
円
増
)
の
予
算
規
模
と

な
り
ま
し
た
。

介
種
保
険
制
度
実
施
に
伴
う
特
別

会
計
の
設
置
に
よ
り
一
般
会
計
で
は

U
億
4
千
削
万
円
と
な
り
、
前
年
対

比
日
%
の
減
(
2
億
6
千
四
柵
万
円
減
)

で
す
が
、
そ
の
要
素
を
除
く
実
質
的

な
伸
び
率
は
口
%
の
憎
(
約
1
億
8
千

※各項目の左側IJ%は術成比、()内は前年対比です.

崎支出会 災審復旧費
槍会費 1.765万円 720万円

商工賃 8.311万円ど竺11.7%附}?1%(i酬なし)
2億0.879万円 l.0%0.3%船一寸 ¥ / 労働費
2.4%(22.3%減 ----1¥ ¥ / . __~~万円
消防費 ¥ ¥ ¥ / /0腕 (2.3判}
2侮5.570万円 ‘ ¥ ¥ ¥ルイ--予備費
2.9%(18.4%減¥ ~括￡ご - ~.~q~万円

ムィ¥Y/U -¥0.2%0酬なし)
総務費 ・

2{l9236万円
3.4%(0.5%減)

e手企~"旬⑮ゆ1ι@回



• 

• 

総護鶴~

生iるiさj~慰霊;匂おも
口日の出公園新股 1億400万円
コテージ5線建設、担保内線畿、チェアクゲート，没置

口桜づっみモデル事業 2，150万円
実施設計、継絵・照明工

口児童公園等整備 1.750万円
~t栄公闘 実施設計、遊具・植栽・フェンス・芝生工

口都市計画マスタープラン推進費 152万円
駅駐I賢治花E直盤繍.ガーデニングm習会、 mなみ悠備m~E箇代外

口原及び駅周辺商業地域整情構想繁定業務委託 600万円
駅舎・駅周辺・商業地t或盤鋪布陣fti、街路H鐙仰JHJbi策定

口道路整備 5億7.136万円
10事業

白下水道終末処理場増設 2健2.200万円
日1O~H12年度 全体事業習を 4億3.870)jI1l

口公共下水道新訟 2億2.500万円
が 150~2加国 L =1.935m 

口江花地区簡易水道施設整備 2億471万円
Hl1. H12年度全体$~佐賀 Ste3.929Jif' J

口束中地区簡易水道石綿管更新 967万円
H12. H13年度全体事業費1{怠1.967JiI'J 
H12年度実絡設計 L =3.318m 

ロペットボトル分別収集・豊村地区ごみ収集 540万円
ベットボ トル(市街地区H21!!l) 
農村地区ごみ収集(一般ごみ遡11!!1不健ごみ)12制ベγトボトル)111"1)

口辺地パス購入

消宙線

@!!Jさ~~邑器gbおも

960万円

口地域活性化イベント「農と食の祭典J 700万円
国の緊急地減雇用特別交付金を前川し、地Ji:.r:.t産物を消貧
者に広 く アピール し産業績通興、政びに ruifllの担~大を凶る

口農地流動化促進対策事業補助 2.157万円
集積促進締助

口演習場周辺農業用施段位置助成 7，000万円
普通型コンパイン 3台

白地力増進対策推進事業補助 695万円
(継)心土磁傍1ft進事業M!VJ却o(継)雄肥m~'1í~繍助 270
(tfr)緑肥作物作付促進対策事案編助 225

ロ畜産基盤再編総合整備 3.553万円
草地盤備、家務緋i世物処耳童施放絶繍

口食肉処理施盤衛生管理緊急対策事業補助 1.150万円
民営と*f編i向磁波{制慾備助成

口農道整備等 1億8.589万円
10事業

主抱取り組iB

(千円以下四捨五入)

塁}~~込@ゐ@おら
口上富良野西小学校改築事業 8億4.745万円
H 1O~H12~下度 全体事業費 10悠5，232Ji円
( H12年度建築 t体‘ 1電気~~皆、 機械設備、外~'1rc~，鎗品購入)

口上富良野高等学校振興対簸 895万円
振興会補助2007iI'J 人午支度.金浦助275万円
就職活動支綬終決{縦興対策業務員の配位)4却Jj川

ロパークゴルフ場新設 1.350万円
現i兄測M.実路投Jj

口東中へき地保育所建訟

i1!築、術E111帥人(解体合む)

4.554万円

口保健福祉施設建設 201万円
副理~L没，11' ， JJ;み;投~iI・

口上富良野小学校余裕教室等活用基本計画賞定 100万円
m r;必 1.:11センタ -1~~等の'タき教室TiÍJJTJ、
ことばの数字. 、 f守 ~{~・級の9JJ í範的再~ftYl理事を検討

口教育用コンビューター整備 1，130万円
上高良野l利小学校21台、'rm:c小乍校2ft
口ねたきり老人ゼロ作戦普及推進 210万円
秘たきり.痴ほうの主たる刷局である脳卒中の予防蒋発、実態調査

ロホームヘルパー養成研修 28万円
ホームヘルパ-3級後1戊線座を実路し、制泌:怠織の啓輩、
、，1T.びにヘルハー・制ね1:ボランティアのま皇1&総係を図る.

口給食センター設備聾備 1.190万円
i主総rlhUi米符州、シンク等術品腕人

口友好都市記念事業 705万円
jl!，アルパータ州友好挺機201刻午
回I・カムローズ市友好従w.;15/~ {下記念式典!持l俄

口西暦2000年配念町民スポーツ大会 100万円
凶暦2∞0"1ミをきっかけに‘他政づくりの怠叡づけの一助と
して町民総省主lm!rlスポーツ大会を聞拘置

表j ~型J~訟をふ
口コミュニティ広場整備 600万円

i[~突 ・ 併修I也氏広場終術、束中パー クゴルフコース悠{硲

回



下水道料金

7月 1日から践濯します

平成3年7月から供用開始された上富良野町の公共下水道は、平成10年度末現在、処理区域面恥

266.7ha、水洗化人口6，465人、水洗化率86.1%となり、毎年処理区域を拡張してきました。平成12年カ

らは泉町、扇町区域の下水道整備をはじめますが、処理区域が拡張されますと当然にして汚水量が糟

加しますので、平成11年'"12年で汚泥処理施設、平成13.-...，14年で水処理施設の増設を計画しています。

供用開始以来下水道事業の普及促進を目的として低料金に努めてまいりましたが、下水道施設建設

に伴う資本費(元金 ・利息)増加などにより、 一般会計からの繰入金が増大し、町財政に大きな負担

となってきており、今後の段階的な料金の見直しが必要となっています。 -

昨年から検討をすすめてきた料金の改定について、 3月議会に提案し慎重に審議され、平成12年7 _ 

月1日から料金を改定させていただくことになりました。

今後も経費節減、業務の効率化など努力するとともに、快適な生活環境を維持していけるよう努め

てまいりますので、利用者の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

水道料金改定表 (平成12年7月1日から適用)

!日 料 金 (現行) 新 料 金 (改定〉

基本料金(1月につき) 超過料金 基本料金(1月につき) 超過料金
種別 ( 1立方メー
排水量 使用料 トルにつき)

。種別 ( 1立方メー
排水量 使用料 トルにつき)

一般用 8立方メートルまで 880円 110円 一般用 8立方メートルまで 1，120円 140円
浴場周 200立方メートル容で 2，000円 10円 浴場用 200立方メートルまで 2.000円 10円

。7月定期メーター検針
毎月検針……・・旧料金(現行)で算定します。

隔月検針...・H ・..5月6月使用分の請求につき、|日料金(現行)で算定します。。8月定期メーター検針
毎月検針・・…・…新料金で算定します。

隔月検針・……..6月7月使用分の諮求につき使用水量の2分のlの使用水量については、

旧料金(現行)で算定します。

【計算例〕

一般家庭1ヵ月あたり、水量2Onf.使用した場合の下水道料金

基本料金 8nf 1，120円(旧料金 880円)

超過料金 12nf 140円x12nf=1，680円(I日料金1，320円)
計 2，800円 (計 2，2∞円)

図 e訟ta参事⑮切除iι⑨
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町
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
に
対
応
し

た
筒
*
で
効
$
的
な
町
政
の
実
施
を
目

指
し
「
行
政
改
革
実
施
計
画
書
」
(
平
成

凶
年
4
月
号
掲
蟻
)
を
策
定
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て

い
注
す
.
こ
の
計
画
書
に
は
、

9
分
野

問
事
項
僧
項
目
の
具
体
的
な
改
普
項
目

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
計
圃
年
度
は
平

成
凶
年
度
か
ら
平
成
四
年
度
ま
で
の

3

か
年
で
、
本
年
度
は
計
画
の

a

務
物
品
の

一
括
膚
入
や
通
知
文

の
ハ
ガ
キ
利
用
、
公
文

• 
の
保
存
フ
ア

イ
ル
を
紙
フ

ァ
イ
ル
に
更
新
、
両
面
コ

ピ
!
の
推
進
や
会
蟻
資
料
の
筒
5
化
な

一
つ
一
つ
の
実
般
の
積
み

ど大
切
に
し
、
職

の

j
z改
革
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
緩
ん
で
い
ま
す
・

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

務
事
業
を
自
己
評
価
し
な
が
ら
、

そ
の
改
普
(
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ピ
ル

ま
た
、
各

の

取
終
年
度

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

ド
等
)
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
.

一
部
を
集
中

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
及
び
成

果
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
分
野
ご

-
公
用

」
つ
い
て
はの
効

的
活
用
を

管
理
と
し
、
公
用

と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

図
る
と
と
も
に
「
公
用
車
購
入
及
び
借

上
げ
基
準
』
を
策
定
し
、
減
率
及
び
用

途
別
小
型
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
.

・
役
場
の
路
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ
ヤ

F
汁
持
日
日
し
h
u

議z

• 
ル
イ
ン

・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
交
換
業
務
の
委
従
が
廃
止
さ

れ
、
玄
た
各
線
直
通
に
よ
る
取
り
次
ぎ

ね
:み
'c!:' 

時
間
の
短
縮
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
恩
わ
れ
ま
す
。

-
職
織
環
境
の
改
善
と
し
て
は
、
町
民

ホ
l
ル
の
改
善
や
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
の
紋

、
庁
舎
内
案
内

一
ホ
物
の
改

等
の
新
設
に
取
り
組
み
ま
し
た
.
 

.
 情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
は
、
制
度

の
両
輪
と
い
わ
れ
る
文

策
定
し
、
特
に
町
政
策
的
補
助
金
に
つ

い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
シ

l
卜
等
に
よ
り
点

検

査
を
行
い
猿
合
理
化
に
努
め
ま

し
た
.

-
交
際
費
、
食

tま

費
の
削
減
に
つ
い
て

弔
に
閲
す
る
交
際
安
支
出
基

ま笹

食

、
A
寓

費
の
適
正
執
行
に
関
す
る

指
針
」
に
基
づ
き
、
そ
の
適
正
執
行
と

節
減
に
努
め
て
い
ま
す
.

会
に

管
理
と
条
例
[
い

は

け

UM--口
中
思
統
一
と
総
合

制
定
に
つ
い
て
平
成
ロ
年
ロ
月

は
上
種
し
、
平
成
日
年
度
か
ら
の
運
用

附
始
を
目
指
し
畑
中

-
広
成
行
致
の
取
り
組
み
こ
つ
い
て
は
、

し
尿
処
理
業
務
に
闘
し を
す
す
め
て
い
ま
す
。

良
野
治
区

境
衛
生
組
合
に
加
入
.
ま
た
介
緩
総
定

務
の

一
郁
広
緩
処
理
に
取
り
組
み
ま

し
た
.
戸川
詩
話
会
川
〕

理
合
理
化
に
つ
い
て
は

「
補
助
金
等
墜
理
合
理
化
の
指
針
」
を

-
補
助
金
の

-
行
政
組
織
内
の

磁
機
能
の
充
実
を
図
り
、
町
政
を
円
滑

か
つ
能
率
的
に
執
行
し
て
い
く
た
め
、

「
行
政
組

定
し
、

E
長
会
織
と
政
策
規
則
」
を
制

内
会

政

設

し
ま
し
た
。
課
長
会

は
町
長
が

主
事
し
月
1
目
、
臨
時
会

を
含
め
平

成
日
年
度
は
は
回
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
政
策

型産
.A. 
:o: 

は
助
役
が
主

円

河

川

円

一

討

の

川

口

宰
し
、

9
回
開
催
し
ま
し
た
・

-
行
政
組
織
を
同
線
か
ら
時
限
へ
の
機

構
改
本
の
実
施
を
行
う
と
と
も
に
、
管

• 

を
限
付
き

と
す
る
ス
タ
ッ
フ
制
を
導
入
し
、
よ
り

理
職
及
び
係
長
以
外
の
職

図

柔
軟
な
行
政
対
応
が
図
ら
れ
る
体
制
を

確
立
し
ま
し
た
.機

関
に
つ
い
て
も
、
水

防
協
曜
会
の
任
務
を
防
災
会
離
に
統
合

す
る
よ
う
統
廃
合
を
実
施
し
ま
し
た
.

ま
た
‘
附

-
企
画

・
財
政
部
門
の
統
合
化
に
つ
い

て
は
、
政
策
と
財
政
の
相
互
チ
ェ
ッ
ク

要
性
か
ら
、
統
合
は
行
わ
ず

機
能
の

分
離
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

• 教
委
員
会

務
局
に
つ
い
て
ま

祉
会
教

総
合
セ
ン
タ
ー
に
一
元
化
し
、

町
長
の
利
便
性
が
図
ら
れ
る
よ
う
改
箸

し
ま
し
た
.

-
昼
食
時
間
待
の
住
民
対
応
に
つ
い
て

の
勤
務
時
間
、
休
暇

し
、
全
課
で
そ
の

は
「
職

す
る
規
程
」
を
見

関

対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
盤
側
し
ま
し
た
。

-
定

管
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
8
年

度
に
策
定
し
た
「
定
員
適
正
化
計

(平
成
9
年
度

t
m年
度
の

5
年
間
で
、

口
人
の
職

削
繊
)
に
基
づ
き
、
そ
の

適
正
化
に
努
め
て
い
ま
す
.

-
時
間
外
勤
務
手
当
の
縮
減
に
つ
い
て

に
配
分
額
を
示
し
、
そ
の
厳

守
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
ス
タ
ッ
フ

は
‘
各

制
の
場
入
に
よ
り

一
務
の
平
地
中
化
が

図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
.



-
旅
費
な
ど
の
支
給
基
摺
の
見
直
し
に
「

6

民
間
曇
託

つ
い
て
は
、
近
隣
出
張
に
お
け
る
日
当
「
|
|
〈
1
事
項

4
項
目
)

の
縮
減
や
交
通
費
、
宿
泊
料
の
支
給
、

し
、
玄
た
、

運
用
の
見

h. = 

各
種
委

の
費
用
弁
償
額
の
改
正
な
ど

」
取
り
組
み
ま
し
た
.

戸
川
持
同
時
的
1
u

・
職
員
研
修
の
推
進
に
つ
い
て
は
‘
毎

年
策
定
す
る
『
積
員
研
修

こ
基
づ
き
‘
多
く
の
職

• 
-
民
間
接
舵
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
サ

ー
ピ
ス
の
内
容
や
そ
の
経
費
な
ど
を
検

討
し
、
民
間
事
業
者
の
能
カ
を
活
用
し

た
方
が
効
果
が
高
い
と
の
判
断
か
ら
、

ス
ク
ー
ル
パ
ス

2
路
線
、
定
期
路
線
パ

ス
1
路
線
の
運
行
、
除
務
の

一
部

な
ど
の
委
任
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

施
計
画
書
」
「
7

0

A
化
等
事
務
改
志
の
後
進

」

が
様
々
な
研
「
|
|
(
1
8
項

3
項

g

i
l
l-

-
O
A
化
等
事
務
改
革
に
つ
い
て
は
、

務
の
効
率
化
合
図
る
た
め
、
こ
れ
ま

修
に
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
.
本
町
独
自
の
研
修
と
し
て
は
、
新

規
採
用
者
に
対
す
る
初
任
者
研
修
や
、

北
海
道
庁
へ
の
探
遺
研
修
、
パ
ソ
コ
ン

研
修
な
ど
時
代
の
袈

に
応
え
る
研
修

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
.

-
研
修
歩
加
職
nM
に
ま
、
レ
ポ
ー
ト
の

提
出
を
求
め
、
会
職

に

『職

だ
よ
り
』
と
題
し
て
回
覧
し
研
修
成
果

を
開
示
す
る
と
と
も
に
、
成
果
の
共
有

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
.

・
出
前
町
政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
の
原
則
で
あ
る
住
民
参
加
は
基

よ
り
、
職
員
の
説
明
責
任
能
力
の
向
上

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
そ
の
充
実
が
重

奏
で
あ
り
、
平
成
同
年
度
か
ら

『
い
き

研
修

で
も
燦
々
九
O
A
機
縁
(
ハ

l
ド

・
ソ

フ
ト
を
含
め
)
の
導
入
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。
ま
た
‘
庁
内
L
A
J
の
基
礎

工

を
行
い
、
平
成
凶
年
度
に
は
総
合

行
政
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
・

こ
れ
ま
で
、
手
作

で
行
わ
れ
て
き

務
な
ど
が
機
械
化
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
事
務
能
率
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
.
 

.
 職
員
の

O
A
研
修
は
、

O
A
機
器
導

入
の
拡
大
に
伴
っ
て
そ
の
充
実
の
た
め
、

平
成
日
年
度
に
お
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
研

修
を
5
回
開
催
し
ま
し
た
@

た
多
く
の

(単位万円)

効果額

1，569 

2，411 

• 
l億0，お6

397 

具体的な成果等の概要

内 容

燃料単価の削減 (305)
E務物品等の削減 (200)
公用車.の維持経費の削減 (60)

電話交換業務の廃止 (203)
各線における事務事業の改善 (801)

平成11年度補助金削減額(1，247)
平成12年度補助金削減額 (773)
交際費の縮減(平成9年 ・12年度 算対比)

(118) 

の縮減(平成9年 ・12年度予算対比)
(273) 

定員適正化計商(17人の削減目標に対し、
15人の削減達成 (9，700)
時間外勤務手当の縮減 (553)
旅費条例の見直し (ω3)

人間ドック等医療サービスの拡大による

受診料収入の瑚加

食J

項

、の見直し

補助金等の整理合理化

，..務

自
動
ド
ア
及
び
ス
ロ
ー
プ
の
般

を
行

定員管理及び給与の適

正化

その他

グ
の
実
絡
に
取
り
組
み
ま
し
た
.

-
行
政
内
部
に
病
院
検
討
委
貝
会
を
設

世
し
、
公
立
の
医
療
機
関
と
し
て
来
た

す
役
割
や
、
町
立
病
院
の
経
営
の
あ
り

方
等
に
つ
い
て
検
肘
を
す
す
め
、
療
養

型
病
床
群
の
導
入
を
決
定
し
玄
し
た
.

平
成
ロ
年
3
月
か
ら
、
お
床
の
療
養

型
病
床
が
般

い
ま
し
た
.

(
各
線
沿
抱
え
る

1
8

会
館
等
公
共
施
肢
の
位
置
及
び
管

」

行

政

な

ど

を

テ

l
マ
と
し
た
講
座
「
l
理
運
営
の
合
理
化
(
3
・
項
7
項
目
)
L

や
、
住
民
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
講
座

・
高
齢
者
や
隙
答
者
に
や
き
し
い
公
共

般
し
ま
し
た
.

備
に
向
ヴ
て
、
役
掛
庁
舎
に

寸

9

そ
の
他

「
1
1
(町
立
病
院
の
窪
田
改
響
、
4
項
目
)

-
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

町
立
病
院
が
保
有
す
る
検
査
機
能
等
を

有
効
活
用
し
て
い
く
た
め
、
人
間
ド
ッ

庖
設
の

さ
れ
、
ま
た

4
Rよ
り

開
始
き
れ
る
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て

は
、
介
鰻
療
養
型
病
床
と
し
て
の
機
能

を
来
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、
居
宅
介

良
野

を

l億5，233

捜
支
援
事
業

て
い
き
ま
す
.
と
し
て
の
役
割
も
怨
つ

体全

以
上
が
、
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
や
成
果
な
ど
で
す
.

行
政
改
革
実
施
計
画
鈴
の

ω項
目
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
0
項
目
が
実
施

若
し
く
は
活
字
、

1
項
目
が
朱
実
施
を

決
定
、
四
項
目
が
米
経
手
と
い
う
状
況

に
あ
り
ま
す
。
針
画
最
終
年
と
な
る
本

年
度
は
‘
計
画
の
完
全
実
施
(
務
手
)

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
.

の
目
的
は
、
平
成
凶
年
度

4
月
号
に
も
お
示
し
し
た
よ
う
に
、
財

政
の
健
全
化
と
町
民
参
加
に
よ
る
行
政

の
実
現
を
図
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
.
行

財
政
運
営
の
無
駄
を
出
来
る
限
り
省
き
、

簡
紫
で
効
率
的
な
行
財
政
構
造
へ
の
改

善
を
目
指
し
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
住
民
移
加
に
よ
る
聞
か
れ
た
行

政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
‘
今
後
と

も
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
カ
を

行
政
改

お

い
し
ま
す
.

持
政
改
革
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

は
総
務
腺

g
@
6
4
0
0
ま
で

e手私a勾 ~・はι@回



都
市
計

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

シ
リ
ー
ズ
の
最
終
を
む
か
え
た
今
回
は
、

「
3
つ
の
会
議
(
ま
ち
づ
く
り
会

会

・
中
心

市
街
地
ニ
ギ
ワ
イ
隊

・
池
山
崎
づ
く
う
そ
リ
ア
ゲ
隊
)」
で
の
治
動
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
先
に
見
え
て
さ
た

「
街
な
み
の
将
来
像

〈品
構
想
)」

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
.

行
翻
第
2
弾
，.

街
な
み
づ
く
り
の
一ア
l
マ
を
探
そ
う

カ
カ
わ
っ
て
い
る
各
線
の

n
H
や
、
ま

『ま
ち
な
か
探
訪
!

ウ
ォ
I
ク
・
ト
l
ク
・
ワ
ー
ク
』

た
飛
び
入
り
と
し
て
都
市
計
画
や
都
市

環
境
を
勉
強
し
て
い
る
札
幌
や
旭
川
の

大
学
生
な
ど
も
加
わ
り
、
約
印
名
の
容

加
者
の
も
と
、
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
を

拠
点
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
日
年
6
月
、
初
に
ふ
さ
わ
し

い
ス
キ
ッ
と
し
た
青
空
の
も
と
、

開
催
に
あ
た
っ
て
は
『
ま
ち
な
か
傑

『ま

ち
な
か
揮
肪
!

ウ
ォ
l
ク
・
ト
l
ク
・
ワ
l
ク』

ウ
ォ

l
ク

・
ト
l
ク

肪

-
ワ

i
ク
』
を
開
酬惜
し
ま
し
た
。

を
通
じ
て
、
今
後
の
街
な
み
づ
く
り
を

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に

す
す
め
て
い
く
上
で
、
大
切
な
も
の
を

確
越
し
合
い
、
探
し
出
そ
う
と
い
う
ふ

た
つ
の
N

ね
ら
い
a

が
あ
り
ま
し
た
.

か
か
わ
る

「3
つ
の
会
議
」
の
み
な
さ

ん
は
も
と
よ
り
、
役
舗
で
策
定
作
業
に

• 
午
前
中
は
、
ま
ち
な
か
を
探
訪
し
て

も
ら
い
、
ェ
後
か
ら
は

『街
な
み
ウ
オ

ツ
チ
ン
グ
」
の
時
と
同
様
に
、
『
ア
イ
デ

ィ
ア
マ

ッ
プ
』
の
作
成
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。
街
な
か
を
捗
い
て
気
づ
い
た

こ
と
や
感
じ
た
こ
と
、
街
な
み
づ
く
り

へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
等
を
地
図
に
件
き
込

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
づ
い

た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
の
中
に
、
解
決

や
解
消
が
必
要
だ
と
思
う
も
の
が
あ
る

場
合
に
は
、
解
決
の
た
め
の
挺
袋
を
、

ま
た
良
い
街
な
み
を
つ
く
る
た
め
の
ア

イ
デ
イ
ア
が
あ
る
婿
合
に
は
、
そ
れ
を

途
成
し、

若
し
く
は
活
か
す
た
め
の
方

法
を
提
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
住
民
が

行
う
こ
と

・
や
れ
る
こ
と

・
で
き
る
こ

と
」
そ
し
て
「
行
政
が
や
ら
な
け
れ
ば

シ
リ
ー
ズ
3

【
将
来
・

な
ら
い
な
い
こ
と

・
行
政
に
や
っ
て
ほ

し
い
こ
と
』
な
ど
、
N

住
民
と
行
政
の

役
制
分
嗣
m
u
も
『
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ッ
プ
』

の
中
で
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
.

こ
の
こ
と
は
、
今
後
都
市
計
画
マ
ス

タ
l
プ
ラ
ン
に
お
づ
い
て
具
体
的
な
民

開
が
さ
れ
て
い
く
中
で
、
常
に
そ
こ
に

は
8

住
民
と
行
政
の
役
割
分佃
ms
が
作

作
忙
し
、
そ
し
て
そ
の
節
度
明
般
に
し
て

い
く
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
で
重
要
で

あ
る
こ
と
が
H

確
認
し
合
え
た
機
会
u

)
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
.

n
あ
れ
も
、
こ
れ

(
ね
ら
い

そ
れ
と
同
時
に
、

も
8

と
一Jn
っ
た
総
花
的
な
指
針

・
柚桝忽

よ
り
も

「
上
術
は
こ
れ
だ

と
い
う

よ
う
な

J
ア

l
マ
a

を
ハ
ツ
キ
リ
と
位

置
付
け
た
指
針

・
構
想
が
必
要
。
そ
の

ほ
う
が
メ
リ
ハ
リ
も
あ
り
、
町
民
の
み

ん
な
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
瑠
解
さ
れ

や
す
い
の
で
は
:
.
」
と
の
こ
と
か
ら
、

(
ね
ら
い
②
)
た

め
の
話
し
合
い
に
入
り
ま
し
た
.

J
ア

l
マ
を
探
す
が

か
ね
て
よ
り

『3
つ
の
会
誠
』
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
ま
ち
，
つ
く
り
餐
員
会
M

で
は
「
住
民
自
ら
カ
実
践
し
取
り
組
め

る
も
の
、
ま
た
衡
な
み
づ
く
り
全
て
に

共
通
す
る
も
の
」
と
い
う
観
点
か
ら
『
花
』

を
、
ま
た
「
ま
ち
の
中
心
(
へ
そ
}
づ

• 

想
編
】

図

く
り

・
拠
点
づ
く
り
」
と
い
う
観
点
か

ら
『
駅
恒
を
、
こ
の
二
つ
を
将
来
の
街

な
み
づ
く
り
の
鳩
想

・
出叩針、

つ
ま
り

都
市
計
闘
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
伎
と
な

る
，
テ
l
マ
a

と
し
て
位
置
付
け
て
は

ど
う
か
と
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
し
た
.

ま
た
、
こ
の
日
の
『
ま
ち
な
カ
探
訪

ウ
ォ

l
ク
・
卜
1
ク

・
ワ
l
ク
』
の

中
で
も
少
し
さ
み
し
い
感
の
あ
る
街
な

み
の
中
に
、
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ガ
l
デ
ニ
ン
グ
が
ほ
ど
こ

さ
れ
た
家
の
毎
夜
や
、
歩
道
が
花
で
飾

ら
れ
て
い
る
商
応
街
の
取
り
組
み
に
、

と
て
も
商
い
2
価
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
ま
た
駅
周
辺
の
さ
み
し
さ
に
は
、

多
加
者
の
多
く
が
危
機
的
な
も
の
を
感

じ
て
い
た
こ
と
な
ど
カ
ら
都
市

M
闘
マ

ス
タ
l
プ
ラ
ン
の

f
ア

l
マ
M

と
し
て

司花
』
と
『
駅
』
は
申
し
分
の
な
い
も

の
と
し
て
「
3
つ
の
会
論
」
全
体
で
確

認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
街
な
み
づ
く
り
す
べ
て
に

共
通
す
る
大
切
な
8

キ
ー
ワ
ー
ド
u

は、

『
住
民
参
加
』
で
あ
る
こ
と
も
、
あ
わ

せ
て
時
認
し
、
こ
の

を
墳
に
司
花
の

ま
ち
づ
く
り
』
と
『
駅

・
ま
ち
の
中
心

づ
く
り
』
に
重
点
を
お
い
た
会
織
や
行

動
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
.



み
ん
な
で
実
践
!
み
ん
な
共
有
1

『花
の
ま
ち
づ
く
り
』

『
花
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
都
市
計
圃

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
大
き
な
テ
i

マ
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
が
、
そ
れ

体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
具

は体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
巡
め
て
い

く
の
か
な
ど
、
各
会

で
話
し
合
わ
れ

た
内
容
を
も
と
に
設
明
し
ま
す
。

自
分
ご
と
の
取
り
組
み

上
申
伯
尚
氏
野
町
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
発
祥
の

地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
H

花
の
ま
ち
が

と
い
う
印
象
を
抱
か
れ
て
い
る
方
も
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
.
み
な
さ
ん

の
日
常
生
活
や
身
近
な
環
岐
に
ど
れ
伽
m

N

花
H

が
後

し
た
も
の
と
な

っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
.

都
市
計
岡
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
位
置

付
け
る
『
花
の
ま
ち
づ
く
り
』
と
は
、

た
だ
単
に
花
を
植
え
て
絡
り
と
い
う
の

で
は
な
く
、
。
花
s
を
通
じ
て
臼
常
の

生
活
に
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
を
も
た
ら
し

】
、
花
の
ま
ち
上
官

【生
活
環
境
動
指

良
野
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
探
く
龍

【郷
土
愛
】
、
お
隣
り
ど
う
し
の
会
話

の
中
か
ら
地
織
の
結
び
つ
き
孝
脊
み

【地
織
コ
ミ
ユ
エ
テ
イ
】
、
十

• 

雄
大
さ
美
し
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ

く
り

【良
好
な
衡
な
み
形
成
】
を
厨
指

す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
も
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
の

協
力
を
持
て
、
公
共
施
設
、
公
共
用
地

内
に
花
を
植
え
て
い
た
だ
く
事
梁
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
.
特
に
日
の
出
公
閣

の
「
ふ
れ
あ
い
花
だ
ん
」
は
、
「
花
の
ま

ち
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
こ

の
ま
ち
を
訪
れ
る
方
々
へ
の
N

お
も
て

な
し
の
心
a
を
表
わ
す
事

施
さ
れ
、
地
元
は
も
と
よ
り
、
観
光
客

と
し
て
笑

の
H
々
の
評
判
も
バ
ッ
グ
ン
で
す
.
ま

た
、
身
近
な
生
活
綴
境
整

療
と

の

し
て
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
節
を
条
件
付
き

で
無
料
配
布
す
る

「
む
ら
さ
さ
い

っ
ぱ

い
指
滋
事
業
」
も
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
後
『
花
の
ま
ち
・つ
く
り
』
を
金
町

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
れ
ば
、

し

前
述
の
事
業
の
よ
う
な
n
行
政
主
導
型
H

で
は

「取
り
組
み
が
投
透
し
な
い
の
で

は
な
い
か
」

「
余
計
に
行
政
が
関
与
し

て
は
住
民
主
体
の
活
動
が
線
付
か
な
い
」

「
役
場
に
頼
ま
れ
た
だ
け
の
活
動
で
終

わ
っ
て
い
い
の
か
!
』

「
い
く
ら
行
政

が
金
を
出
し
て
も
、

自
分
家
の
庭
に
も

花
を
植
え
な
い
や
つ
が
、
公
共
の
場
所

に
植
え
る
わ
け
が
な
い
」
な
ど
の
怠
見

が
山
さ
れ
ま
し
た
.

そ
こ
で
こ
の
『
花
の
ま
ち
づ
く
り
』

岳
の

『
自
分
ご
と
の
取
り
組
み
』
と
し

は

て
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の

基
本
盗
努
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

行
政
は
(
有
効
な
)
支
援
に
専
念
す
る

も
の
と
し
て
位
低
付
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
活
動
を
練
り
広
げ
て
い
く
の
か
、

制
を
迫
っ
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
づ
く
り
組
織
づ
く
り

気
運
づ
く
り
の
た
め
に

砂
子
÷
'
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
N

人

H

組
織
づ
く
り
H

H

気
巡

づ
く
り
'

づ
く
り
N

の
3
大
要
議
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
.
人
づ
く
り
と
い
う
点

で
は
、
惨
い
に
し
て
上
海
良
野
に
は
花

を
愛
し
、
そ
し
て
そ
れ
令
生
活
の
制
に

し
て
い
る
ほ
ど
の
が
花
の
専
門
家
u

が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
.
ま
た
今
般
の

ガ
l
デ
ニ
ン
グ
プ
l
ム
に
よ
っ
て
ρ
か

く
れ
専
門
家
H

も
結
締
い
る
は
ず
で
す
。

こ
れ
ら
の
方
々
に
協
力
い
た
だ
い
た
り
、

花
の
ま
ち
づ
く
り
の
N

キ
l

N

と
な
る

リ
ー
ダ
ー
を
脊
成
す
る
こ
と
が
必
楽
だ

と
一宮
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
リ

ー
ダ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
『
花

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
』
が
た
て
ら
れ
、

実
践
に
移
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
て
も

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
・
し
か

し
、
あ
ま
り

を
柚
栴
争
え
る
と
、

初
か
ら

• 
せ
っ
か
く
の
や
る
気
も
失
せ
て
し
ま
い

ま
す
.
何
は
と
も
あ
れ
花
好
き
な
人
が
、

好
き
な
花
を
好
き
な
だ
け
自
分
の
家
に

続
え
た
り
、
飾
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
た
方
が
い
い
、
正
に
こ
れ
が
『
自

分
ご
と
の
取
り
組
み
』
と
雷
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
.

ま
た
、
「
瓢
は
友
を
呼
ぶ
」
と
宮
い
ま

す
.
自
然
発
生
的
に
花
好
き
な
人
が
集

ま
り
、
「
花
好
き
の
組
織
」
が
で
き
、
そ

の
中
か
ら

「花
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
」

が
誕
生
し
、
そ
し
て
そ
の
人
が
『
花
の

伝
道
師
』
と
し
て
m
花
の
ま
ち
づ
く
り
'

に

役
目
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
現
実
の

こ
と
と
し
て
起
こ
り
得
る
か
も
し
れ
ま

『
先
ず
は
プ
ラ
ン
タ
1
1
倒
か

せ
ん
。

ら

!
』
を
合
い
口
議
に
、
様
々
な
団
体

-
組
織
や
捌
人
に
広
く
呼
び
か
け
、
気

巡
を
-M
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
.

キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り

『
花
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
よ
り
効
果

的
に
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
そ

の
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん

の
視
覚
に
訴
え
る
こ
と
も
大

な
こ
と

と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
仕
働
け
を
行
う

場
所
と
し
て
、
今
後
の
術
な
み
づ
く
り

-Nと
目
さ
れ
て
い
る
玄
ち
の

の
11 

玄
関
と
も

う
べ
き
駅
(
周
辺
)
に

羽
の
矢
が

ち
ま
し
た
.

決
し
て
大
が
か
り
で
な
い
に
し
て
・
も

駅
を
花
の
化
継
で
ほ
ど
こ
す
こ
と
で
、

ま
ち
を
紡
れ
た
人
々
に
花
の
ま
ち
と
し

て
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
ま
た
町
民

の
み
な
さ
ん
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
場
所
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
.

駅
は
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
の
凪
以
前
の
婿
所

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

ま
た
、
将
来
の
本
絡
的
な
『
ま
ち
の

中
心
づ
く
り
(
大
規
膜
鰭
備
)
』
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
H

心
意
気
を
脊

む
M

と
い
う
な
味
合
い
も
、
こ
の
こ
と

に
は
合
ま
れ
て
い
ま
す
.

キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
の
場
所
と
し
て
適

し
て
い
る
の
は
駅
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
.
駅
が
ま
ち
の
玄
関
で
あ
れ
ば
、
商

出
伯
衡
は
ま
ち
の
頗
で
す
.
近
年
.
空
き

地
、
空
き
脂
舗
が
噌
え
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
降
り
っ
ぱ
な
し
の
腐
も

立
っ
て
き

ま
し
た
.
と
は
古
っ

て
も
、
商
品
を
求

め
て
w
H
い
物
に
来
る
人
や
銀
行
を
利
用

す
る
入
、
ま
た
通
勤

・
通
学
の
た
め
自

動
耶
や
自
転
車
で
通
行
す
る
人
な
ど
、

・
ま
だ
玄
だ
多
く
の
人
が
商
館
街
を
行
き

来
し
て
い
ま
す
.
商
応
街
か
ら
も
『
花

の
ま
ち
づ
く
り
』
を
発
信
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
.
ゆ
く
ゆ
く
は
、
各
地
域
(
住

民
会
)
毎
に
も
『
花
の
地
域
づ
く
り
』

の
処
点
と
し
て
、
公
園
や
公
共
遊
休
地

等
を
活
用
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
取
り
組

み
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
.

@議~CI)旬⑮ゆ1ιcめ回



そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

人
づ
く
り

・
組
織
づ
く
り

連
づ

く
り
か
ら
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
に
か
け
て

取
り
組
み
の
内
容
や
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
で
は
笑
践

の
段
階
に
お
い
て
、
町
民
と
役
場
「
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
は
何
な
の
か
」
と
百
う

こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
.
町
民
の
み
な

さ
ん
の
役
割
と
し
て
は
、
先
程
か
ら
?

っ
て
い
る
よ
う
に

『自
分
ご
と
』
の
柑

神
に
則
っ
て
、
各
取
り
組
み
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
第

一
だ
と
思
い
ま

す
.
役
織
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
細
か
い
対
応
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

共
通
す
る
も
の
と
し
て
、

「住
民
の

主
体
性
を
摘
な
う
過
度
の
支
同
協
(
お
金

や
労
カ
)
は
必
誕
な
い
」
②
「
住
民
の

参
加
愈
識
が
向
ま
る
よ
う
な
取
り
組
み

に

点
を
置
く
」

「住
民
へ
の
情
報

提
供
(
講
習
会
、
安
価
な
首
の
総
綾
な

ど
)
を
積
極
的
に
行
う
」
が
求
め
ら
れ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

実
は
、
都
行
十
回
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
中
で
『
花
の
ま
ち
づ
く
り
』
が
大
き

な

一
つ
の
テ
l
マ
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
た
段
附
で
、
既
に
花
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
る
恵
庭
市
を
視
察
し
ま

し
た
.
そ
の
後
窓
膳
市
を
花
の
衡
と
し

て
、
そ
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
た
方
を

町
に
お
い
て
「
花
の

講
師
に
招
き
、

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
を
聞
似
し
ま
し

た
.
両
方
に
参
加
さ
れ
た
方
の
ハ
ナ
(
花
)

息
た
る
や
、
そ
れ
は
凄
ま
じ
い
も
の
が

ン
カ
あ
り
、
次
の
年
の
ガ
l
デ
ニ
ン
グ
プ
ラ

い
つ
の
間
に
か
磁
の
ゆ
で
禍
巻

い
て
い
た
そ
う
で
す
。
キ
ッ
カ
ケ
づ
く

り
と
し
て
行
っ
た
視
察
や
踏
習
会
が
「
こ

れ
ほ
ど
も
の
だ
っ
た
の
カ
」
と
鋪
感
し

た
出
来
野
で
し
た
.

か
み
ふ
の
へ
そ

『ま
ち
の
中
心
づ
く
り
』

『
花
の
ま
ち
づ
く
り
』
と
と
も
に
も

う
ひ
と
つ
の
大
き
な
テ
l
マ
と
し
て
『
ま

ち
の
中
心
9

つ
く
り
』
が
あ
り
ま
す
.

シ
リ
ー
ズ
2
の
先
月
号
で
も
多
少
ふ

れ
ま
し
た
が
、

「
現
在
こ
の
ま
ち
の
中

心
は
何
処
?
」
と
質
問
さ
れ
た
と
し
た

ら
、
臓
か
に
返
答
に
困
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
.
今
ま
で
の
会

の
中
で
も

『そ

ん
な
所
は
も
う
無
い
の
で
は
な
い
か
」

と
の
発
言
も
出
て
い
た
り
し
ま
し
た
。

し
カ
し
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

町
民
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
と
か
、

人
々
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
凝
集
点
的
な
意
味
会
蒔
つ
場
所
と
し

まちの中心づく~ ~と従業中

• 

て
、
ま
ち
に
は
必
ず

m
中
心
H

と
い
う

も
の
が
必
誕
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
.

そ
の
中
心
の
役
割
と
い
う
も
の
は
、
時

代
の
械
れ
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
な
が
ら
も
、

こ
の
ま
ち
の
歴
史
に
息
づ
く
、
ま
ち
の

記
憶
に
残
る
締
所
を
位
世
付
け
て
い
く

こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
な
味
で
が
ま
ち
の
中
心
の
中
心
H

と
し
て
、
ま
た
こ
こ
か
ら
新
し
い
時
代

の
衡
な
み
づ
く
り
の
す
そ
野
を
広
げ
る

拠
点
と
し
て
『
駅
』
を
低
位
付
け
、
そ

の
周
辺
の
商
業
地
峨
を
合
め
た
範
聞
を

『ま
ち
の

H

中
心
市
街
地
a
と
岡
山
え
、

中
心
づ
く
り
』
を
考
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

ま
ち
の
中
心
の
条
件
と
は

町
民
の
み
な
さ
ん
が
H

ま
ち
の
中
心
H

に
何
を
求
め
、
何
を
期
待
す
る
の
か
と

言
え
ば
、

や
は
り

w
賑
わ
い

・
活
気
u

で
あ
る
と
か
、

「あ
そ
こ
に
行
け
ば

O

O
が
あ
る
』
と
い
う
よ
う
に
、

当
分
を

満
た
し
て
く
れ
る
何
か
が
そ
こ
に
存
在

し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
.
ま
た
、

町
外
の
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
ま
ち
を

凝
縮
し
た
紛
所
と
し
て
従
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

前
述
し
た
と
お
り
、

H

ま
ち
の
中
心
H

が
町
民
の
愈
織
か
ら
遠
の
い
て
い
く
ゆ

で、

百円
び
窓
抑
を
呼
び
戻
す
た
め
に
は

何
を
し
た
ら
・
川
氏
い
の
か
を
考
え
ま
し
た
.
 

• 

そ
こ
で
、
あ
ま
り
大
げ
さ
に
考
え
ず

に

8

ま
ち
の
中
心
a
を
自
分
の
錫
に

き
か
え
、
大
切
な
お
客
械
を
も
て
な

国

す
時
の
気
持
ち
を
意

ま
し
た
.
先
ず
、
庭
先
な
ど
家
の
周
り

し
て
考
え
て
み

を
き
れ
い
に
し
ま
す

【周
辺
環
境
の
鐙

仰
】

、
次
に
、
食
事
に
気
を
使
い
ま
す

【地
元
を
叫
味
わ
う
紛
の
立
地

・
瞬
導
】
、

そ
し
て
遺
臓
な
く
く
つ
ろ
い
で
も
ら
い

ま
す

【
い
や
し
空
間
の
鐙
揃
】

あ
と

は
、
な
ん
と

つ
で
も
楽
し
い
会
話
で

も
て
な
し
ま
す

【交
淡
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

こ
こ
で
は
、
も
で

イ
機
能
の
盤
側
】

な
す
怨
所
上
と
し
て
8

ま
ち
の
中
心
H

を

考
え
て
み
ま
し
た
が
、
町
民
に
と
っ
て

は
H

も
て
な
し
合
う
泌
所
H

と
し
て
挺

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
.

7
つ
の
約
束
と

刊
の
整
備
ポ
イ
ン
ト

『
ま
ち
の
中
心
づ
く
り
』
に
つ
い
て

は
「

3
つ
の
会
議
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
役
織
の
策
定
組
織
の
中
で
も
カ
な

り
の
時
間
を
か
け
て
路
し
合
い
を
放
ね

て
き
ま
し
た
.
8

ま
ち
の
中
心
H

を
再

ふ
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る

た
め
多
く
の
怠
見

・
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出

さ
れ
ま
し
た
.

そ
ん
な
中
か
ら
『
ま
ち
の
中
心
づ
く

り
』
に
む
け
た

H
7
つ
の
約
来
事
M

と

H

刊
の
務
備
ポ
イ
ン
ト
u

の
イ
メ
ー
ジ



も
掛
か
れ
、
玄
ち
の
中
心
地
陣
と
い
う
も

の
が
現
わ
れ
て
き
ま
し
た
.

司ま
ち
の
中
心
づ
く
り
』
を
す
す
め

る
う
え
で、

や
は
り
気
持
ち
(
魂
)
が

し
っ
か
り
と
入
ら
な
け
れ
ば
本

い
も
の
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
.

先
ず
は
、
今
後
の
心
構
え
、
裟
勢
と

し
て
，お
も
て
な
し
の
気
持
ち
s
を

本
に
し
た

，
7
つ
の
約
取

し
ま
す
.

N

を
紹
介

第
1
条

町
外
の
人
を
も
て
な
す
と
と

も
に
、
町
内
の
人
た
ち
も
互
い
に
も
て

な
し
合
い
楽
し
い
時
聞
を
消

で

よ
う
に
す
べ
し
・

第

2
条

出
会
い

・
交
滅

・
コ
ミ
ユ

ケ
l
シ
ヨ
ン
カ
生
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を

つ
く
る
べ
し
。

償
問

3
条

五
感
に
訴
え
る
、
印

つ
上
宮
な
ら
で
は
の
油
出
を
心
が
け
る

ベ
し
。

第

4
条

ま
ち
の
記
悠
と
願
史

・
文
化

を
大
切
に
す
べ
し
。

柑

ms条
ま
ち
の
人
カ
自

で
き
る
何

カ泌

を

え
る
べ
し
.

第

6
条

ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
と
し

た
田
舎
の
時
聞
が
流
れ
る
よ
う
に
心
が

け
る
べ
し
・

第
7
条

知
る
人
ぞ
知
る

さ
り
げ
な

い
(
サ
ガ
リ
的
な
)
魅
力
を
旨
と
す
る

ベ
し
・

• 

b主

以
上
の
。
7
つ
の
約
束
事
H

を
も
と

に
、
次
に
紹
介
す
る

，
mの
整
備
ポ
イ

ン
ト
H

が
あ
り
、
こ
れ
は
、
会
職
に
参

加
さ
れ
た
方
々
の
愈
見

・
ア
イ
デ
ィ
ア

を
も
と
に
捕
い
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
.

そ
の
概
襲
を
説
明
し
ま
す
.

駅上衝
ら
し
さ
を
表
わ
す
ロ
グ
の
駅
舎
.

玄
ち
の
情
相
械
が
こ
こ
に
抑
制
約
さ
れ
て
い

て
、
産
車
の
庖
や
手
づ
く
り
ケ
ー
キ
の

鴫
茶
庖
も
あ
る
。行
け
ば
袋
し
め
る
「駅
」

に
す
る
.

る

駅
前

(通
り
)

駅
を
降
り
た
ら
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
彼
党

と
暁
覚
を
刺
激
す
る
.
上
官
ら
し
さ
を

演
出
す
る
.

ま
ち
へ
の
誘
い

的
tJ 

バ
イ
パ
ス
な
ど
か
ら
、
ま
ち
の
中
心

に
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
景
観

(
道
路
)
を
つ
く
る
.

駅
か
ら

の
出
公
悶
ま
で

の
出
公
園
ま
で
歩
い
て
も
.

ら
な
い
、
議
し
い
遊
歩
道

・
道
路
沿
い

を
つ
く
る
.

柑
帥
良
野
川

品
滞
公

ま
ち
な
か
に
も
、
の
ん
び
り
と
し
た

時
聞
を
過
ご
す
場
所
が
必
要
.
公

散
策
帥
町
を
充
実
す
る
。

⑦

商
唐
街

こ
だ
わ
り
の
庖
が
あ
り
、

古川
る
側
と

買
う
側
の
駆
け
引
き
を
通
じ
て
、
住
民

の
コ
ミ
ユエ
ケ
l
シ
ヨ
ン
の

と
な
っ

て
い
る
.
商
応
街
の
各
所
に
憩
の
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
、
プ
ラ
プ
ラ
歩
き
が
楽
し

め
る
よ
う
な
商
広
衡
に
す
る
.

飲
食
庖
街

休
み
の
自
に
は
家
族
で
に
ぎ
わ
う
食

事
の
庖
が
あ
る
.
「
豚
サ
ガ
り
横
丁
」

な
ん
で
い
い
か
も
。
地
元
の
味
わ
い
と

お
酒
に
酔
っ
て
し
ま
う
、
心
を
癒
す
凶
場

所
に
す
る
.

裏
道

・
小
道

「そ
こ
の
先
に
は
何
が
あ
る
の
?
」

と
、
興
味
を
持
ち
た
く
な
る
よ
う
な
オ

シ
ャ
レ
な

⑩

石
造
り

道
・小
遣
を
つ
く
る
・

出
陣

手
づ
く
り
て

M
や
行
策
、

芸
な
ど
、
町
民
の

「文
化
的
コ
ミ
ユ
エ

テ
イ
の
紛
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
. 術
、
手

以

が

Hmの
鍛

ポ
イ
ン
ト
8

の

援
で
し
た
.
今
後
は
、
こ
こ
で
捕
か

れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
て、

に
な

の
具
現
化
を
闘
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
.

都
市
マ
ス
シ
リ
ー
ズ
最
絡
の
今
聞
は
、

上
富
良
野
町
に
お
け
る

「町
な
み
の
将

来
像
」
を
描
く
う
え
で
、
大
き
な
テ
ー

マ
と
な
る
『
花
の
ま
ち
づ
く
り
』
と
『
駅

・
ま
ち
の
中
心
づ
く
り
』
に
絞
っ
て
拘

識
し
ま
し
た
.

残
念
な
が
ら
全
て
の
分
野
を
詳
し
く

• ガーヂユ ング視察c.t，J主市〉
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
公
聞
や
道
路
、
地
鼠
施
設
な

想
に
つ
い
て
も
鶴
市
十
可

を
お
届
け
し
た
し
ま
す
.

理
想
の
衡
な
み
を
求
め
る
こ
と
は
永

遠
の
テ
l
マ
で
す
.
こ
の
こ
と
に
闘
す

を
直
接
お

い
た
だ

ど
の
将
来

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
に
網
損
さ
れ
て

る
ご
意
見

・
ア
イ
デ
ィ
ア

寄
せ
い
た
だ
く
な
り
、
ご

い
ま
す
.

現
在
、
都
市
計
F
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
作
業
は
終
了
し
、
側
係
機
関
と

の
制
鐙
な
ど
、
多
少
の
事
務
手
続
き
が

残
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
手
続
き
が
終
わ
り
次
第
、
み
な

さ
ん
の
家
庭
に
都
市
計
圃
マ
ス
タ
ー
プ

容
を
麗
約
し
た
『
都
市
計

く
な
り
し
て
、

衡
な
み
づ
く
り
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
事
い
で
す
.

へ
の
お
問
い
会
あ
せ

な
ど
、
次
の
と
こ
ろ
宏
で
ご
連
絡
下
さ
い
.

こ
の
シ
リ
ー
ズ

術
工
観
光
ま
ち
づ
〈
り
疎

街
並
み
鯵
渇
M
開

Aa

ラ
ン
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
h
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み
ん
な
で
支
え
る

@ 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

4
月
1
白
か
ら
上

良
野
町
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
制

度
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
方
は
、
日
常

生
活
で
支
援
や
介
護
が
必
要
な
方
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
要
介

護
認
定
の
申
請
や
利
用
料
の
負
担
、
保
険
料

の
納
付
等
、

こ
れ
ま
で
の
準
備
の
経
過
に
つ

い
て
よ
富
さ
ん
宅
を
紹
介
し
な
が
ら
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

倫
明
w

Tーめ
~E~才

嫁53才息子ss才

太
郎
さ
ん
は
、
左
手
足
に
マ
ヒ
が
あ
る
た

め
身
の
回
り
の
こ
と
は
婆
や
嫁
に
介
護
し
て

も
ら
う
毎
日
で
す
。
こ
れ
ま
で
紡
問
介
護
週

1
園
、
通
所
介
護
(
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
)
週
1

回
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
継
続
し
て
利
用

す
る
た
め
要
介
護
認
定
の
申
舗
を
し
ま
し
た
。

申

ml月
刊
目
、

1
月
M
自
に
訪
問
調
査
、

結
果
は
2
月
3
日
に
要
介
腹
度
2
で
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。

太
郎
さ
ん
が
通
所
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
訪
問
調
査
や
認
定
の
こ
と
が
話
題

に
な

っ
て
い
ま
す
.

こ
こ
で
町
の
認
定
状
況
に
つ
い
て
昆
て
み

ま
し
ょ
う
。

(3
月

η
日
現
在
)

(詰ち)
認定通知 278人

{在宅 198人絡役 73人死亡 7人)

介護保険サービスを
在宅

サービスを
利用する人

利用する

婆 要 要
要護介 要護介 要支緩

介護 護介 介護

5 4 3 2 

35 お 33 43 74 41 19 
人 人 人 人 人 人 人

申請者数 295人
太
郎
さ
ん
は
、
分
と
匝
じ
飽
定
を
受
け

て
い
る
人
が
多
い
こ
と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
.

想
定
を
受
け
た
後
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
介
護
支
援
事

業
所
と
介
護
支
援
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
.

H
-
e
 '
 

• 

図

盟
目
、
介
護
支
援
専
門
カ
来
紡
し
、
希

す
る
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
日
常
生
活
で
困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
、
ま
た
、
介
穫
保

険
制
度
に
つ
い
て
も
分
か
り
ゃ
す
く
T
寧
に

教
え
て
く
れ
ま
し
た
.

こ
こ
で
町
の
介
雄
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

と
指
定
提
供
者
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

0在宅サービス
サ 一 ピ ス の 積 類 ..所及び関係繊関

家事緩助
社会福祉路線会

訪問介lI(ホームヘルプ) 身体介護

t問b 家事E援助及び身体介鐙
コムスン

訪問入浴介護 ニ弁ヘルスサービス

通 動問看穫
医療後関 町立病院

所 動問看謹ステーシヨン ケア.集団外
サ 訪問リハビリテーション 町立病院

通所介護(デイサービス) 特養併設型(4-6時間) デイサービスセンターピ
ス 踊リハビリトション(刊行)老人保健1tS設(6-8時) 老人保健施段ふらの

福tll:用具の貸与
特殊寝台、特殊寝台付属品{マットレスなど) 指定を受けている各，

じよくそう、予防具(エアーマットなど)、車符子など 識障所

ザl短m 短期入所生活介護 特望書単独型 ラベンダーハイツなど

老人保健11a控 老人保健施設ふらの l
スピ所入 短期入所療養介強 療養童日病床群 lar立翁院

• 
11宅療養管理1月1回程度
(医師・自歯科医師)その郵度

(薬剤師)1月2回程度
(管理栄餐士)1月2回程度
(歯科衛生士)1月4回程度
原信幸lす便座、移動リフトのつり具、

続入費の支給 |入浴補助用具、終殊尿器、簡易浴槽など

(期聞は 1年)

廊下の段差、浴槽への手すり並置、

段差解消スロープ設置など 支給限度額20万円
(住宅が変わったとき.要介温度的うンヲ上がったときにはもう1@20万円まで)

町では特定施設入所者生活介護及び痴ほう対応型共同生活介

みなし指定を受けてい

る各関係線開

各用品を取り縁ってい

る'業所

宅療養管理指.
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

所

のサービスの援

築及び段備事

得祉用

住宅改修費の支給

※ 平成12年4月現在、
供はありません。



0施設サービス
施詮サービスの種鎖 サービスの内容及び費用 指定サービス事黛所

食事や鋳j世などで常跨介穫が必要で、自宅では介護が函震なお年寄リが入

事幸男i養鰻老人ホーム 所します。
符別養護老人ホームラベンダーハイツ

(介霞老人福祉15&) 食事、入浴、排港などの日常生活の介助が受けられます。

平絢利用月額(食事代を含む)331.側円程度利用負担額50.側円程度

続t犬が安定し、自宅に戻れるようにリハビリに箪点をおいたケアが必要な

老人保健施彼 お年寄りが入所します.
老人保健施訟ふらの

{介慢老人保健締役) 医学管理下での介&tllliU.1車、日常生活の介助などが受けられます.
平均利用月額(食事代を含む)お4.∞0何程度利用負担額53.0∞門程度

急性期の治自慢が終わり、長期の..を必要とするお年寄りのための、医療
町立病院

療養型病床欝 11関の篇床です.
社会..む窓会3富良野病続

(介...A2I2.J値段〉 医療..ょの管理‘看護などが受けられます.
平勾利用月額(金司附を含む)442.脚内湿度利用負担額60.仰向震度

ふらの西病院

準)により利用額は異なります。要介護度別に利用額は異なります.また、各施綾 (施設設備及び人※ 

• 
在
宅
サ
ー
ビ
ス
も
施
設
サ
ー
ビ
ス
も
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

太
郎
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
と
新
規
に
福
祉
用
具
貸

与
で
車
椅
子
を
借
り
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、

4
月
か
ら
の
費
用
の
こ
と
が
心
配
で
す
。

介
護
支
撮
専
門
に
表
に
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

上富太郎さんの場合(要介護度2)

サービス名 . #&所 回数/月介護銀副 自己負担
3月までの
自己負鐙

訪問介護 社会福位協級会 4回 16.080 
1.608 。
(483) 

通所介鑓 デイサービスセンヲー 4回 25.560 
3.956 

1 .印O
錯綜E鈴C

車鱈子使用符 A Z匹 11 所 30日 7.∞o 7ω 。
』目注 計 48.640 5.139 1.600 

年
金
が
頼
り
の
太
郎
さ
ん
は
、
利
用
者
負

担
が
増
え
る
こ
と
は
と
て
も
厳
し
い
で
す
が
、

妻
も
高
齢
で
、
最
近
は
骨
粗
し
よ
う
症
に
よ

る
腰
痛
が
あ
り
、
息
子
夫
婦
も
農
作
で
忙

• 

)は12年3月までに訪問介護を利用していただいた方への特別鎗憧

し
く
な
る
の
で
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
し
て

く
れ
る
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
で
入
浴
し
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き

る
こ
と
は
太
郎
さ
ん
の
日
常
生
活
上
の
目
標

で
あ
り
、
ま
た
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
だ
と
家
族

で
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
支
接
専
門
員
か
ら
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
自
己
負
担
額

が
高
額
に
な
っ
た
り
、
施
設
入
所
し
た
時
の

食
事
負
担
に
つ
い
て
も
、
所
得
に
応
じ
て
上

限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

利用者負担上限額及び標準負担額

|¥ 
高町糟サピス

総段入所に制する
費上限額

食$負担額
(世帯合算)

(1 B当り)
( 1か月当り)

一
ー般世帯符 37.200円 760円

一
世帯金員が

24.600円 5∞円
住民税#i軍畿

老齢福祉年金
15. ()ω円 3∞円

受給者等

広
報
か
み
ふ
ら
の
3
月
号
で
は
町
の
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

上
富
さ
ん
宅
の
介
護
保
険
料
を
見
て
み
ま
し

ょ'フ。

上富さん宅の介護保険料
介穫保険斜の算出 介箆保険料 納付方法

i豊z t 

4月-9月までは

三~納入はありません
0円

10月-13年9月まで 月額 3.000円/2
保険料の2分の1 =1.500円

それぞれの年金

13年10月~
-・・・・・・...・ー........・・ーー....・.. から、保険料を

9望書E 
保険料を納入

月額 3.∞0円ずつ 天引きします

息 (鼠算)
子 1人当り平均額 国民健康保験税
さ 国民健康保険税と合算
ん して納入

14.∞0円 の納期ごとに納

夫妻
G 付

2人で年28.∞0円

介
護
保
険
料
も
被
保
険
者
の
所
得
状
況
に

よ
っ
て
納
め
る
金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
む
よ
り
詳
し
い
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
太
郎
さ
ん
は
認
定
結
果
が
非
該

当
(
自
立
)
に
な
っ
た
1
人
暮
ら
し
の
友
人

の
こ
と
が
心
配
で
し
た
が
、
町
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

い
て
安
心
し
ま
し
た
。

次
号
で
は
、
町
独
自
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
補
祉
幌
曾
⑮
6
9
8
7
ま
で

e託金~(7)参事司r~lι⑨図
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U

ドか
月
兜
健
康
診
筆
の
と
き
、
あ
る
お
母
さ
ん
か
ら
相
践
が
あ
り
ま
し
た
。

「お
な
仇
炉
す
い
て
い
る
賂
ほ
食
べ
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
最
近
は
食
べ
物
を

ぐ
ち
ゃ
必
ち
ゃ
に
し
て
遊
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
て
。止
め
さ
せ
よ
う
と
す

る
と
、
怒
勝
だ
し
て
お
皿
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
時
ど
う
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。」

幼
児
期
の
調
査
巳
よ
る
と
、
食
事
巳
つ
い
て
の
山
配
事
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
、

1
歳
兜
で
「
藩
ち
醤
い
て
食
べ
な
い
」
(
辺

・
6
%
)
と
3
人
に
1
人
の
お
母

さ
ん
が
同
じ
悩
み
を
も
っ
て
い
ま
す
。上
の
グ
ラ
フ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
同
じ

悩
み
で
も
年
齢
が
す
す
む
に
つ
れ
て
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

前
回
3
月
号
で
「
自
我
の
芽
生
え
」
に
つ

い
て
お
話
レ
レ
ま
し
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
の

こ
こ
ろ
の
育
ち
と
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

ー
織
か
ら
3
歳
の
「
落
ち
着
い
て
食
べ
な

い
」
の
必
配
は
、
大
人
の
手
を
借
り
て
受
け
身

で
岳
民
べ
て
い
た
時
期
か
ら
、
周
り
の
人
巴
促

さ
れ
な
が
ら
自
分
で
食
べ
る
こ
と
を
寛
え
る

時
期
に
起
こ
る
一
時
的
な
山
配
の
よ
う
で
す
。

食
事
島
面
で
子
ど
ち
た
ち
は
自
己
主
張
(:.

し
た
い
)
と
実
眼
に
は
で
き
な
い
こ
と
の
感

情
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を
し
て
い
る
表
れ
と
も

い
え
ま
す
。

r可.-剥‘妙. ，.:f~モ『落ち着いて食ベないJの眠えの年齢による変化
(幼児鍵...董.含..日本小児..18会. 1991~事〉

21.0 

28.5 
30.7 31.0 32.6 

%
弱
羽

お
却

時日開

5

子MLM
f遊び食べ」

5-6年鈴4 3 2 1.6 

• 
劃き回る穂圏が広がって探
行動乞盛んです。
食べ拘をいじりまわしたり、
手づかみで食べたり、治てた
りといろいろな体駿がしたく
なりますo 1 iil半ごろからは
穴人の翼似をして食穆のあい
さつもできます。

手や指先も器用になってき
ました。片方の手で策碗をお
さえ、もう片方の手でスプー
ンを握って食べることも。
自我を通そうとするので、
食事を強制されると嫌がり、
茶碗を投げつけたり、重量ペ物
をぐちゃぐちゃにしてしまい
ます。

スプーンや篭を使って食べ
られるようになってきます。
食事づくりのお手伝いちし疋
がります。自己主張が強くな
り、その渇の雰囲気にま吉さ
れやすくなっています。食欲
にムラがでてくることち。

a-置園面
蓄を使いひとりで食べるこ
と1]':できます。好き嫌いち我
慢することかTできます.
落ち醤いて家族と食穆力?でき、
食事のマナーにも閉山1]':でて

きます. 

• 

図

鈎
兜
期
の
生
活
の
中
山
は
食
事
で
す
。
食
事
時
間
に

は
、
お
な
か
が
す
き
、
食
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

な
に
よ
り
大
切
な
こ
と
で
す
よ
ね
.

そ
し
て
、
こ
ど
も
の
劃
き
・
あ
そ
び
な
ど
宝
活
盆
俸

の
リ
ズ
ム
も
害
え
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

自
に
付
く
ち
の
、
触
れ
る
ち
の
な
と
次
か
ら
次
へ
と

興
味
が
広
が
る
時
期
で
す
。
手
づ
か
み
で
ち
自
分
で
食

べ
る
こ
と
の
係
駿
を
多
く
さ
付
」
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
.

そ
の
た
め
に
は
食
べ
や
す
い
調
理
や
盛
り
付
け
、
そ
し

て
こ
ぼ
し
て
ち
ょ
い
テ
ー
ブ
ル
や
床
の
セ
γ
テ
イ
ン
ク

ち
欠
か
ぜ
ま
包
ん
ね
。

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
達
成
す
る
手

段
や
言
葉
で
の
表
現
が
思
う
よ
う
に
で
き
ま
ぜ
ん
。
そ

の
疋
め
、
い
ら
立
っ
た
り

-a察
し
だ
り

・
沼
い
た
り

と
い
っ
た
行
動
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ど
も
の
:

し
疋
い
気
持
ち
を
穴
人
が
代
わ
り
に
、
冨
環
で
表
現
し

て
あ
げ
る
こ
と
の
必
要
な
時
期
で
す
。

遊
び
出
し
た
ら
、
「
も
う
お
し
ま
い
ね
」
と
片
付
け
る
。

と
こ
で
声
を
か
け
る
か
な
ど
、
一
貧
し
た
態
度
を
と
る

こ
と
ち
必
要
で
す
.

子
ど
も
た
ち
は
好
き
な
人
の
し
て
い
る
こ
と
を
頁
似

し
ま
す
@
周
り
に
い
る
大
人
が
お
い
し
そ
う
に
ス
ー
プ

や
箸
を
使
っ
て
食
べ
る
、
良
い
モ
デ
ル
に
な
っ
て
あ
げ

た
い
で
す
ね
.
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• 

生!~さi~~!lむさjをふ
口日の出公園新殴 1健400万円
コテージ5棟建段、案内線織、チェックゲート殺a

口桜づっみモデル事業 2，150万円
実施設計、継殺・照明工

口児童公園等霊備 1，750万円
~t栄公圏 実施設計、遊具・継栽・フェンス・芝生工

ロ都市計画マスタープラン推進費 152万円
駅ll:i\ì~崎花壇Jí側、ガーデエング総習会.衝なみ悠繍周tl:箇代外

口駅及び駅周辺商業地域整備構想策定業務委託 600万円
駅舎・駅周辺・簡集地織鐙備練想、街路灯艶備計画策定

口道路整備 5億7.136万円
10事業

口下水道終末処理場増股 2億2.200万円
HIO.....Hl~手度全体lJJ援費 4t愈3.870万円

ロ公共下水道新訟 2健2.500万円
再150.....2羽田 L=I.935m

口江花地区簡易水道施般整備 2健471万円
Hll.H12年度全体事業費 5僚3.929万円

口束中地区簡易水道石綿管更新 967万円
H12. H13年度 全体事業費 1依1.967万円
H12年度実施設計 L ""'3，318m 

ロペットボトル分別収集・鹿村地区ごみ収集 540万円
ベットボトル(市街地区月2回)
"村地区ごみQ(ー鮫ごみ遡l闘不1'&ごみJl2闘ベ7トボトルJl1闘}

口辺地パス購入 960万円
消i¥f線

活)Wさ~~創業~おら
白地峨活性化イベント「農と食の祭典J 700万円

の緊急地峨雇用特別交付金を活用し、地元~~物を消費
者に広くアピールし産J1!綴興、並びに顧用の鉱大を図る

口農地流動化促進対策事業補助 2.157万円
積促進繍助

口演習場周辺農業用施設訟置助成 7.000万円
普通型コンパイン 3台

口地力憎進対策推進事業補助 695万円
{継).t、土破砕縫進事業補助却o(織)縫肥m産司f~補助 270
(新)緑肥作物作付促進対策事象情助 225

口畜産基盤再編総合聾備 3.553万円
.地強俗、言反省排池物処理施段鐙繍

口食肉処理施段衛生管理緊急対策事業補助 1.150万円
民霊まと否ii~消$設備鐙備助成

口農道整備等 1億8.589万円
10~重量

(千円以下回鎗五入}

豊ì~~込@ゐ@誌をふ
口上富良野西小学校改築事業 8偉4，745万円
HI0.....H12年度全体事業費 10億5，232万円
(H 12{JojJ{ ~築主体.電気投備、 11織設備、外線工事、備品隣人)

口上富良野高等学校掻興対策 895万円
搬興会締助2仰万円 入学支度金補助275万円
就験活動支援級資 (~l興対策撲務員の配位)4却万円

ロパークゴルフ場新盤 1，350万円
現況測鼠、突A(tj設計

ロ東中へき地保育所建設 4.554万円
建築、術品購入(解体会む)

口保健福祉施段建股 201万円
椛怨絞剖¥基本設計

口上富良野小学校余裕教室等活用基本計画筆定 100万円
母子通殴!センタ-llt業等の空き教室活用、
ことばの教省、各学教の効率的配置等を検出

口教育用コンビューター整備 1，130万円
上京f良野丙小学校21台、iI~6f小学校 2 台

口ねたきり老人ゼロ作戦普及推進 210万円
~たきり、街ほうの主たる原闘である厳都中の予防啓宛‘実態調後

口ホームヘルパー養成研修 28万円
ホームヘルパー3級養成繊座を笑絡し福祉窓織の啓談、
必びにヘルパー・縦色1:ボランティアの義成硲保を図る.

口給食センタ一段備整備 1，190万円
食器普消毒保管附、シンク等術品購入

口友好都市記念事業 705万円
道・アルパータ州友好縫撚20周年
IBT・カムローズ市友金子鑓機15周年記念式典開儲

口西暦2000年記念町民スポーツ大会 100万円
西鷹羽lOO年をきっかけに、健康づくりの怠織づけの一助と

して町長総多加盟スポーツ大会をl別骨量

お慰霊U~訟をふ
、束中パークゴルフコース鐙4

固



期
待
と
不
安

良
野
地
方
自
衛
隊
協
力
会
主
催
に

よ
る
「
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
」
が
、

3
月
3
日
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
事
雌
関
を
突
破
し
、
自
衛
官
採
用

試
験
に
合
格
し
た
富
良
野
地
方
出
身
の

入
隊
予
定
者
は
お
名
、
う
ち
女
性
が
4

名
で
、
来
賓
の
お
祝
い
の
言
葉
や
富
良

野
地
方
自
衛
隊
協
力
会
長
な
ど
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
入
隊
し
、
現
在
第
3
地
対
鰹
ミ

サ
イ
ル
連
隊
第
3
中
隊
に
所
属
し
て
い

る
小
田
真
也

一
等
陸
士
か
ら
は
二
日

く
自
衛
隊
の
境
に
慣
れ
、
友
遣

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
。
自
ら
入
隊
を

決
意
し
た
以
上
は
、
途
中
で
く
じ
け
る

こ
と
な
く
、
一
日
も
早
く
立
派
な
自
衛

官
に
な
る
よ
う
頑
強
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
先
輩
と
し
て
の
激
励
の
官
襲
を
送
り

ま
し
た
。

ま
た
、
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ

た
心
肢
の
入
隊
予
定
者
を
代
表
し
て
、

小
野
静
江
さ
ん
が
「
こ
こ
で
い
た
だ
い

た
一
首
紫
を
教
訓
に
、
精

一
体
頑
強
り
ま

す
J

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
.

思
い
出
を
あ
り
が
と
う

3
月
は

「
旅
立
ち
別
れ
』
の
と

江
幌
小
学
校
の
6
年
生
が
卒
業
記
念
に

と
、
ベ
エ
ヤ
板
1
枚
半
の
大
き
さ
の
絵

を
製
作
し
、
体

掛
け
ま
し
た
。

絵
の
製
作
に
』
「
山
岳
奨
術
館
江
腕

小
組
」
の
佐
藤
識
さ
ん
の

協
力
と
指
導
の
も
と
、
こ

れ
ま
で
に
生
徒
が
描
い
た

絵
か
ら
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

を
使
っ
て
原
画
を
作
り
、

四
日
間
約
犯
時
間
を
か
け

て
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の

絵
に
は
、
江
幌
小
学
校
の

先
生
と
全
校
生
徒
の
計
倒
的

名
が
捕
か
れ
て
い
ま
す
。

館
の
壁
に
思
い
出
を

• 
江
銚
地
に
提
術
館
4u
で
き
「
江
幌

小
屋
」
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
-
き
っ
か
け
で
、
以
来
写
生
会
な
ど
に

ポ
イ
ン
ト
な
ど
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、
卒
業
記
念
の
絵
の
製
作
の
話

し
が
も
ち
上
が
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

3
月
回
目
の
卒
業
腹
書
綬
与
式
に
は
、

卒
柴
生
み
ん
な
で
愁
い
た
お
礼
の
言
葉

と
花
束
を
佐
藤
喬
さ
ん
こ
贈
り
ま
し
た
。

コ口口口口口口

あるき

手
が
ふ
る
え
な
い
よ
う
に

図

3
月
日

首
組
合
ハ
ウ
ス
内
で
メ
ロ

ン
の
つ
ぎ
木
鱗
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
温
度
は
お
度
、

春
を
思
わ
せ
る
よ
う
に
暖
か

い
メ
ロ
ン
育
苗
ハ
ウ
ス
に
は
、

二
葉
が
で
た
可
愛
ら
し
い
メ

ロ
ン
苗
が
並
び
、
つ
ぎ
木
の

順
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
只
が
、

つ
ぎ
木
す
る
と
き
の
注
意
点

と
し
て
、
病
気
が
つ
か
な
い
よ
う
に
ほ

木
は
口
に
く
わ
え
、
苗
を
切
る
カ
ミ
ソ

リ
は
ム
ロ
の
上
に
直
接
置
か
な
い
よ
う
に

す
る
な
ど
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
ぎ
木
は
、
連
作
陣
容
(
土
壇
病
)

を
回
避
す
る
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
行

• 
わ
れ
、
制
つ
ぎ
、
水
平
差
し
つ
ぎ
の
2

種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
制

つ
ぎ
が
大
半
を
し
め
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
木
す
る
ほ
木
の
茎
を
カ
ミ
ソ
リ

で
削
ぎ
、

二
葉
の
問
に
カ
ミ
ソ
リ
を
い

れ
て
附
に
鐙
し
、
櫨
小
の
洗
溜
ば
さ
み

の
よ
う
な
む
の
で
と
め
る
細
か
い
作
業

が
終
わ
る
と
、
つ
ぎ
木
し
た
首
の
管
理

に
気
が
按
け
な
い
日
々
が
約
1
迦
間
続

き
、
定
植
は
つ
ぎ
木
後
、
約
詑
日
か
ら

お
臼
で
行
い
、
ひ
と
つ
の
苗
で
5
個
だ

け
収
穫
し
ま
す
。
病
気
に
強
い
と
い
わ

れ
て
い
る
背
肉
の
メ
ロ
ン
苗
に
赤
肉
の

苗
を
つ
ぎ
木
し
て
い
る
の
で
す
が
、
不

思
議
で
す
ね
!
赤
肉
の
メ
ロ
ン
が
で
き

る
ん
で
す
。



• 

上
富
良
野
産
豚
肉
を
使
っ
て

3
月
9
目、

揖
師
に
高
松
恵
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
、
上
富
良
野
産
豚
肉
販

売
推
進
協
離
会
が
主
催
す
る

「ポ
l
ク

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
が
、
農
産
物
加
工

実
習
電
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
富
良
野
産
の
豚
肉

「タ
イ
デ
ィ

i

ポ
ー
ク
」
を
使
っ
て
、
無
添
加
の
ベ
ー

コ
ン
づ
く
り
こ
主
婦
げ
名
が
容
加
し
ま

し
た
。

教
室
の
冒
頭
に
は
、
豚
肉
の
上
手
え

保
存
方
法
や
部
位
の
脱
明
な
ど
が
あ
り

豚
肉
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
.

ベ
ー
コ
ン
は
、
パ
ラ
豚
肉
に
あ
ら
温

や
一
γ
ヨ
ウ
な
ど
の
材
料
を
混
ぜ
合
わ

せ
ま
ぶ
し
、
こ
れ
を
持
ち
帰
り
冷
蔵
雌

で
1
日
1
回
ひ
っ
く
り
返
し
な
が
ら
1

週
間
漬
け
ま
す
。
1
週
間
後
の
時
日
に

埴
按
き
し
、
薫
煙
に
し
て
で
き
あ
が
り

だ
そ
う
で
す
。

「講
師
の
高
松
さ
ん
が
教
え
て
く
れ

る
料
理
は
簡
単
で
お
い
し
い
」
と
容
加

者
に
は
好
評。

こ
の
手
作
り
の
ベ

ー
コ

ン
も
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
作
り
方
を

試
行
錯
誤
し
て
完
成
し
た
の
だ
そ
う
で

す
。
酪
農
家
の
高
松
さ
ん
の
お
宅
は
、

無
農
薬
野
菜
を
生
産
す
る
な
ど
、
お
お

む
ね
自
給
し
て
い
て
そ
の
材
料
で
ヨ
ー

グ
ル
ト
、
ジ
ャ
ム
、
パ
ン
な
ど
も
作
り

ま
す
。「
み
な
さ
ん
も
自
給
す
る
こ
と
が

楽
し
み
に
な
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
何
で
む
聞
い
て
く
だ
さ
い
』

と
、
作
る
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
し
た
.

掬ぶ3号

口口口口口口[

見て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
が
冬
期
間
に
、

内
ゴ
ル
フ
が
で
き
な
い
も
の
か
と
考

え
、
上
富
良
野
町
で
生
ま
れ
た
イ
ン
ド

ア
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ゴ
ル
フ
の
大
会
が
、
3

月
ロ
日
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
ア
リ
ー
ナ
の

2
階
部
分
も

使
用
し
て
コ

l
ス
を
作
り
、
幻
ホ

l
ル

.、l
l
nヨ

ノー
|
Q
d

で
、
名
党
川

市
、
中
川

町
な
ど
3

市
4
町
か

ら
必
人
が
容
加
し
、
他
市
町
愛
貯
者
と

交
流
し
な
が
ら
室
内
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
室
内
で
行
う
た
め
ポ
l
ル
と

カ
ッ
プ
に
工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、
ボ
ー

ル
は

3
m
く
ら
い
の
突
起
を
つ
け
、
カ

ッ
プ
は
坂
を
つ
け
が
l
ル
を
上
ら
せ
て

カ
ッ
プ
に
落
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
.

そ
の
た
め
力
加
械
が
雌
し
く
、
な
か
な

か
み
ふ
ら
の
が
発
縛
の
地

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
い
分
別
排
出
を
:

平
成
ロ
年
4
月
か
ら
金
町

一
斉
ベ
ッ

ト
ボ
ト
ル
資
源
回
収
及
び
郡
部
の
ゴ
ミ

収
集
開
始
に
伴
い
、
ク
リ
ー
ン
推
進
員

会
臓
が
、
3
月

n日
消
防
大
会
犠
鹿
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
織
で
は
、
平
成
日
年
度
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
処
理
状
況
の
特
徴
と
し
て
、

夏
場
の
ゴ
ミ
の
量
が
多
い
こ
と
、
特
に

缶
、
び
ん
は
昨
年
の
は
倍
の
増
で
、

一

般
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
約
3
分
の

1
が
事

系
ゴ
ミ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

分
別
に
つ
い
て
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

一
リ
用
網
の
設
置
方
法
や
資
源
ゴ
ミ
の
缶
、

び
ん
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
必
ず
中
を
ゆ

す
ぎ
悪
臭
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
な
ど
脱

明
が
あ
り
、
ま
た
、
平
成
ロ
年
度
の
ゴ

ミ
の
分
別
の
維
進
目
標
と
し
て
、
行
政

と
地
峨
(
ク
リ
ー
ン
推
進
員
)
の
共
通

認
臓
を
持
ち
分
別
の
徹
底
、
正
し
い
排

出
の
適
正
処
理
、
地
域
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
相
互
の
連
携

を
強
め
て
い
く
、
防
災
行
政
無
線
で
は
、

ゴ
ミ
収
集
日
の
周
知
を
し
て
い
き
た
い

な
ど
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
.

カ
カ
ッ
プ
に
嫌
わ
れ
入
っ
て
く
れ
な
い

よ
う
で
す
。

上
富
良
野
町
か
ら
は
加
入
が
容
加
さ

れ
、
男
性
の
部
、
女
性
の
部
で
ス
コ
ア

を
競
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
3
位

ま
で
の
女
性
の
入
賞
者
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
優

勝

準
優
勝位

伊
藤

武

雄

小
野
寺
一勝
利

石
田

賢
ニ

ス
コ
ア
臼

ス
コ
ア
印

ス
コ
ア

ω

3 た
く
さ
ん
の
質
焼
応
答
カ
あ
り
ま
し

た
が
、
「
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に
出
す
こ

と
」
を
再
確
隠
し
会
躍
を
終
え
ま
し
た
。

e手都@旬⑮ゆiιcめ圏
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映
画
を
楽
し
も
う

映
画
鑑
賞
会

V
4
月
の
映
画

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ゼ
ア
ス
」

目
時

4
月
泊
目
岡
山
時

i

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

2
階
視
聴
覚
蜜

鑑
賞
料

無
料

マ
イ
プ
ラ
ン
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
鶴
塵

L
D
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
曜
日
の
午
後
の
ひ
と
と
き
、
オ

ペ
ラ
の
映
像
と
解
説
者
の
バ
リ
ト
ン

の
歌
声
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

目
時

4
月
幻
自
側

M
時
初
分

5
凶
時
初
分

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

2
階
視
聴
覚
室

書
加
料

2
0
0
円

定
員

ω名

解
脱
者

石
田
久
大
先
生

教
育
大
学
旭
川
校
教
授

4月

12日・開拓記怠B

208・女性学級・8央画鑑賞金
218・いしすえ大学学習日

22自・スポーツ少年固含間入団

気

24日・住民会長懇説会

北
海
道

5月

12日・いレすえ大学学習日

13自・8&Gブールコ章一プン

式チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
問
合
せ

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

宮
⑮

5
5
1
1

き
ょ
く
ぶ
ん

宮
@
3
2
8
3

セ
シ
リ
ア
音
楽
院
宮
⑮
4
0
9
4

棄
し
く
英
会
館
を

英
会
話
教
室

V
海
外
旅
行
の
英
会
話

日
時

4
月
時
日

ω、
お
日
附

5
月
2
B
剛
山
口
時
1

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
料

2
0
0
円

定
員

初
名
極
度
(
高
校
生
以
上
)

V
英
語
で
お
茶
会

日
時

4
月
四
日

S

毎
週
水
繭
日

U
時

1
日

時

全

ω回

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

多
加
料

1
、
0
0
0
円

定

員

叩

名
程
度

ど
ち
ら
も
、

4
月
げ
日
ま
で
に
参

加
料
を
添
え
て
、
社
会
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
へ
お
申
込
下
さ
い
。• 

書
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

子
育
て
ひ
ろ
ば

保
育
所
や
幼
稚
園
に
入
闘
前
の
お

子
さ
ん
と
保
酬
明
者
を
対
象
に
し
た
遊

び
の
ひ
ろ
ば
で
す
。
ど
な
た
で
も
容

加
で
き
ま
す
の
で
、
遊
び
に
来
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

5
月
8
日
開

-nRω
、

6
月
ロ
日
開
・幻
日

ω、
7
月
叩
日
開

8
月
ぬ
日
側
、

9
月
日
日
開
・mm
日川内

叩
月
刊
日
附
-M
日
川
内
、
日
月
日
日
開

-m日
山
側
、
ロ
月
日
日
側
、

-
R幻
日

ω

2
月
日
日
例
・幻
自

ω、3
月
ロ
日
開

い
ず
れ
も
叩
時
1
ロ
時

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

多
加
料

無
料

閉
会
せ

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

宮
⑮

5
5
1
1

メ
ン
バ
ー
募
集

ア
ニ
マ
ル
K
I
D
S

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
お
誕

生
会
な
ど
、
親
子
で
楽
し
く
活
動
し

て
い
る
育
児
サ
ー
ク
ル
で
す
。

お
母
さ
ん
の
た
め
の
育
児
セ
ミ
ナ
ー

な
ど

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
e

一
度
見
学
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

活
動
日

毎
週
金
幡
日
叩
時

sロ
時

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

会
費

乳
幼
児
湖
円

1
歳
以
上
蜘
円

2
人
目
以
降
削
円

連
絡
先

小
林

宮
⑮
2
2
8
1

(
夕
方
に
お
願
い
し
ま
す
)

，田

宮
⑮

4
7
5
0

募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

つ
ぎ
の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
ー
ズ
野
球
、
東
中
野
球
、

西
フ
ア
イ
タ
l
ズ
野
球
、
卓
球
、

上
小
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、

西
小
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
水
泳
、

十
勝
岳
ダ
ン
ヒ
ル
、
剣
道
、

柔
道
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
!
、

• 

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
背
広
中
テ
ニ
ス

受
付
期
間

4
月
時
日
凶
ま
で

申
込
み
・
閉
会
せ

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
事
務
局
(
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
内
)

5
月
間
目
オ
ー
プ
ン
で
す

B
&
G海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
l
ル

5
月
日
日

ω午
前

ω時
よ
り
、

B

&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

l
ル
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
利
用

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
健
康
作
り
の
お
手
伝
い
と
し
て
、

つ
ぎ
の
水
泳
教
室
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
容
加
し
て
く
だ
さ
い
。

.
こ
ど
も
水
泳
教
室

・
親
子
水
泳
教
室

・
女
性
水
泳
教
室

・
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
(
水
中
エ
ア
ロ
)

.
肩
こ
り
腰
痛
予
防
教
室

※
い
ず
れ
も
申
込
受
付
は
、

5
月
中

旬
の
予
定
で
す
。

図



便
利
で
確
実
な
口
座
鍾
嘗

国

民

年

金

平
成
ロ
年
度
の
保
険
料
は
1
カ
月

1
3
、
3
0
0
円
で
、
納
め
忘
れ
る

と
高
額
に
な
り
大
変
で
す
。

忙
し
い
毎
日
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機

関
な
ど
へ
出
掛
け
る
の
も
大
変
で
す
。

ま
た
、
「
つ
い
う
っ
か
り
し
て
納
期

隙
を
忘
れ
、
気
が
つ
い
た
ら
未
納
分

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
』
と
い
う
、
そ

ん
な
手
間
や
忘
れ
を
振
替
納
付
が
解

消
し
て
く
れ
ま
す
の
で
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
.

お
申
し
込
み
の
手
続
き
は
、
金
融

機
関
ま
た
は
住
民
年
金
係
の
窓
口
に
、

預
金
通
帳

・
通
帳
使
用
の
印
鑑
、
納

付
川
口
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

(
町
民
生
活
眼
住
民
年
金
係

宮

@
6
9
8
5
)

お
忘
れ
な
く

免
許
更
新
時
講
習

優
良
鵬
習

(
初
分
)

V
4
月
初
日
同
日
時

3

消
防
2
階
大
会
簸
室

V
4
月
お
日
制
W

U
時

i

富
良
野
地
成
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
5
月
8
日

側

日

時

i

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
5
月
比
日
側

同

時

1

中
富
良
野
町
公
民
館

V
5
月
日
日
開
日
時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
一般
構
習

(
2
時
間
)

'V
4
月
お
日
川
仰
は
時
1

前
良
野
地
峨
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
5
月
8
日
開

M
時
S

宮
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
の
講
習
も
受
け
る
前
に
、

響
察
場
で
免
貯
更
新
手
続
き
を
行
つ

駐車副塁藍孟童画

着い記憶 (高鳴克彦)

誰のための愛? (家図荘子)

殺愈 (乃南アサ)

紛密のひととき 〈赤川次郎)

砂漠の駅 (森柑掘一)

伊努志摩殺憲の旅 (西村宗太郎)

氷の世界 (野沢 尚〉

ワガママなパアワンになって楽しく生きる

(樋口恵子〉

ネコが元気をつれてくる〈麻笠宝子〉

とっても愛ブーム 〈首長門 ふみ〉

そらちゃんとカラスボッチ

〈山口節子)

ワールドなみだツアー (松谷みよ子)

1¥一ドル E事実と勇気の聞で
(青木和腿)

空に続く道 (倉橋縫子〉

しあわぜ配達犬ミルク〈和田 宣〉

ぼくは主さま 〈寺村締夫〉

でんしゃえほん 〈持主洋介〉

で乙ちゃん 〈っちだのぶこ〉

トラクターがうごけない!

(5. ~ーガード〉

チャレンジ!学絞クイズ王2101 

なんでも日本一 〈綴山験也)

一般書

児童書

て
い
な
い
場
合
は
、
"
習
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

(
富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会
)

受
信
生
募
集

住

民

講

座

V
ホ
1
ム
ヘ
ル
パ
l
養
成
研
修

.
2
級
螺
程

受
鴎
料

無
料
(
予
定
)

日
程

8
月

s
m月
初

日

間

定
員

5
名

対
象

ω歳
以
下
の
3
級
修
了
者

・
3
級
課
程

(
1
回
目
)

受
鱒
料

1
5
、
0
0
0
円

日
程

6
月
1
7
月

日

日

間

定
員

6
名

対
象

制
限
な
し

・
3
級
標
程

(
2
回
目
)

受
鶴
料

無
料
(
予
定
)

日
程

日
月
i
ロ
月
日
日
間

定
員

5
名

対

象

印

歳
以
下
の
方

申
込
書
提
出
締
切

4
月
例
日
開

※
受
講
希
望
者
は
社
会
福
祉
協
磁
会

(宮
⑮
3
5
0
5
)
ま
で
申
込
書
を

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
者
が
多
数
の
場
合
に
は
、
後

日
選
考
を
行
い
ま
す
。

閉
会
せ

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ

ン
タ
l
g
⑫
2
6
1
9

自
衛
官
幹
部
候
補
生

民
験
種
目

受
付
期
間

日
樹

応
募
資
格

臼
本
悶
籍
を
祈
し
、
平

成
日
年
4
月
1
臼
現
在
、
幻
歳
以

上
お
歳
未
澗
で
大
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
も
の

4 
月般
10幹
部
伺}イ戻i
i補
5 ~ 
月
12 

江下工業鯛2⑮4366
へお願いします.

防災行政無線戸別受信機の
保守管理撲者の変更について
平成12年4月1日から戸別受信機

の保守管理損務が、倒防災センター

から江下工業闘に変更になりました.

機器の設置 ・修理噂のお問合せは

民
験
自

5
月
幻
自

ω

※
詳
し
く
は
、
上
富
良
野
募

所
へ
お
閉
会
せ
く
だ
さ
い
.

宮
⑮
3
4
1
2

主
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
労
働

保
険
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
時

期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
申
告

・
納
付
の
手
続
き
は
、

労
災
補
償

・
失
業
給
付
に
か
か
わ
る

重
要
な
手
続
き
で
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
銀
行
、
郵
便
局
な
ど
最
寄
り
の

金
融
機
関
ま
た
は
、
労
働
基
準
監
督

署
に
申
告

・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

閉
会
せ
先

旭
川
労
働
基
融
監
督
署

旭
川
市
大
町
3
条

4
丁
目
3
6
3

9
の
1

宮

0
1
6
6
1
5
11
6
1
0
1

3月の町内交通事故
発生状況

( )は前年比

人"1発生件叡 o (-4) 
死者 o (土0)
傷者 o (-5) 
物損件数 36 (ー8)
『スピードダウンとシートベルト』
2つのSでスペードダウン 務

e殺~a.~f1ゅiι⑨図



お
し
S
S

費~~蜜.~~(.)宮@4097

4月17日間""21日(劃
小学生

10時~

こいのぼりづくり

日時

刻象

映画会

日時 5月13日(士)
対象小学生

書
に
つ
い
て

本
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

改
正
外
国
人
登
録
法
に
よ
り
、
『氏名」

『
性
別
』
『
国
籍
』
「
生
年
月
日
』
『
居

住
地
』
な
ど
外
国
人
登
録
原
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
恒
明

が
必
嬰
な
方
の
た
め
に
『
登
録
原
票

記
載
事
項
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
請
求
で
き
る

の
は
次
の
よ
う
な
方
で
す
。

・
本
人

・
本
人
と
同
居
し
て
い
る
親
族

・
本
人
か
ら
の
書
院
を
受
け
た
代
理
人

(
委
任
状
な
ど
本
人
か
ら
委
任
を

受
け
た
こ
と
を
拙
認
で
き
る
資
料

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
)

な
お
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

発
行
さ
れ
て
き
た
「
外
国
人
登
録
済

13時30分~

l!H弓童館~~(.)官邸346

スポーツ教室

日時 4月15日仕j
対象来館者全員

健のぼりづくり

日時 4月218t劃 15時~
対象者来館者全員

映画会

日時 5月13日ω
対象来館者全員

証
明
書
』
(
登
録
済
証
明
書
)
は
廃
止

さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
窓
口
へ
お
噂
ね
く
だ
さ
い
。

(
町
民
生
活
眼
住
民
年
金
係

宮
⑮
6
9
8
5
)

ご
協
力
を

人
口
動
態
職
業
・
産
業
別
調
査

生
省
で
は
、
人
口
動
態
調
査
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
鯛
査

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生

・
死
亡

・

死
産

・
婚
姻
お
よ
び
離
婚
の
各
届
書

を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
な

ど
を
鯛
べ
る
も
の
で
す
が
、
国
勢
調

査
の
行
わ
れ
る
年
に
は
、
届
書
に
職

業
の
記
入
も
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産

業
の
記
入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉

• 
13時30分~

ピッカピカの一年生

械翻鶴
@。必織ゆ@
4月6日から新入学(圏)児

の通学がはじまり ます。

運転手さん、横断歩道でも油

断は禁物です。くれぐれも新入

学(圃)児の交通安全に気配り

をお願いします。

の
向
上
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
統
計

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は

ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
調
査
期
間

平
成
ロ
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
時
年
3
月
別
日
ま
で
の
1
年

間
調
査
対
象
者

出
生

・
死
亡

・
死
産

・
離
婚
届
を

出
さ
れ
る
方
々

調
査
方
法

各
届
書
を
出
さ
れ
る
と
き
に
、
そ

れ
ぞ
れ
職
業
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
例
え
ば
、

「教
員
」
『
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
』
の
方
は
専
門

・
技
術
職
、

二

般
事
務
員
」

「集
金
人
」
の
方
は

務
職
、
『
飲
食
庖
主
』
「
小
売
庖
主
』

「
外
交
貝
」
の
方
は
販
売
職
、

師
』
『
調
理
師
』
「
ホ
l
ム
ヘ
ル
f
l』

の
方
は
サ
ー
ビ
ス
職
と
い
う
よ
う
に

書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建

股
業
、
不
動
産
業
と
い
っ
た
産
業
も

併
せ
て
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

届
出
を
す
る
市
町
村
役
場
の
窓
口

に
『
出
生
届
、
死
亡
居
、
死
産
居
、

婚
姻
居
、
隊
婚
屈
を
さ
れ
る
方
に
お

願
い
(
職
業
・
産
業
例
示
表
)
」
が

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
容
考

の
う
え
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
窓
口
で
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

(
町
民
生
活
眼
住
民
生
金
係

宮

@
6
9
8
5
)

ご
注
意
く
だ
さ
い

資
格
取
得
構
座
の
電
信
勧
続

• 

春の陽気に誘われて川辺での

水遊びは最も危険です。

子供の命を守るのは大人の務め、

危ない遊びを見つけたときはす

ぐ注意しましょう。また、自宅

周辺の危険個所を確かめ改善し

ましょう。

春
は
、
就
職
し
た
ば
か
り
の
若
い

人
を
狙
っ
た
、
資
格
取
得
講
座
の
盤

話
勧
誘
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し

ま
す
。
職
場
や
自
宅
に
「
受
講
す
る
だ
け

で
資
格
が
取
れ
る
』
な
ど
と
雷
っ
て
、

し
つ
こ
く
電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。

あ
い
ま
い
な
返
事
や
、
関
心
が
少

し
で
も
あ
る
よ
う
な
返
事
を
す
る
と
、

講
座
受
講
登
録
番
や
契
約
書
、
と
き

に
は
教
材
を

一
方
的
に
送
り
つ
け
る

の
が
手
口
で
す
。

自
分
に
必
要
の
な
い
物
は
、
き
っ

ぱ
り
と
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
消
費
生
活

相
談
所
に
ご
相
朕
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
北
海
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ

I

g
o
-
-
'2
7
1
00
9
9
9
 

同
セ
ン
タ
ー
上
川
相
談
所

宮

0
1
6
6
'
4
9
14
0
8
9

〈上富良野突番〉

図



必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
予
防
注
射

tft般のIJ¥売織登録申筒
(鮪規・更新登録〉のご察内

新曾緬活{之轟づき、聾鰻岡売織蓄なとからお*を
仕入れて販売する場告l之は、知事の登録を喪ける之
とが山富です。登録の有効期間は3年間となってお
り、平戚9年6日1日l之聾鰻を費け定笛き九の更新
登録と新定l之お桝を服売される皆き九の新規登録を
受け付けます。

• 
町
民
生
活
際
環
境
整
備
係

宮
⑮
6
9
8
5

(
狂
犬
病
予
防
注
射
は
上
富
良
野

町
動
物
病
院
で
直
接
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
獣
医
が
不
在

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
電

話
で
磁
認
し
て
く
だ
さ
い
。

上
富
良
野
動
物
病
院
宮
⑮
2
4
6
0
)

問
合
せ

』
の
償
金
に
ど
う
ぞ

消
化
器
の
無
料
点
検

ご
家
庭
で
お
使
い
の
消
化
器
の
無

料
点
検
を
行
い
ま
す
。

申目安倍期間・・・平成12年3月15日-4月30日
豊鱒自・・・平成12年6日1日
申踊l之l白書な.額・・・と川支庁
間憲しています。

聾録申商事叡制…販売聞の獣が 1である場合は
9.000円、販売断の猷が2以とである場合は
9.000円+5.000円X (総販売開叡-1)

をの他…次回の登録申請手続きは、平戚12年c
日15日-10月31日{之喪句し、 12月1日l之登
録l之なります。

蟹録申踊・間信也….1::/11安庁腫務..産係
1ROI“一“-511I (内線2724)

産係l之て務観

• 

薬
剤
の
有
効
期
限
は
、
お
お
む
ね

5
年
で
す
。
5
年
以
上
点
検
を
受
け

て
い
な
い
消
化
器
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
点
検
を
受
け
て
は
い
か
が
で
す
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日
時

4
月
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日

凶

凶

時

3
日
時

場
所

ス
ー
パ
ー
ダ
イ
イ
チ
上
富
由
民

野
唐
駐
車
場

問
合
せ

北
消
防

予
防
係

官
⑮
2
1
1
9

※
点
検
は
無
料
で
す
が
、
薬
剤
の
交

換
を
し
た
場
合
は
t
が
か
か
り
ま

す
。:21ゐ10大ニュース投票結果

犬
を
飼
っ
て
い
る
場
合
、
犬
の
生

涯
の

一
度
の
登
録
と
年
に
1
聞
の
狂

犬
病
予
防
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

定
期
集
合
方
式
で
、
狂
犬
病
予
防

注
射
と
畜
犬
登
録
を
行
い
ま
す
。
な

お
平
成
7
年
4
月
以
降
に
登
録
し
て

い
る
犬
は
注
射
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
畜
犬
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い

に
は
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

登
録
料

3
、
0
0
0
円

注
射
料

3
、
0
4
0
円

町民の皆さん 141名からご応募いただいた、平成n年
上富良野に関する10大ニュースの集計結果です。

4月20日同-4月30日(日)

平成12年4月20日附から平成12年4月30日(臼)ま

で全道春の火災予防運動が実施されます。

春は空気が乾燥しており強風が吹くといった気

象条件のため火災が発生したときの被害が大きく

なりやすい傾向があります。火気の取り扱いには

充分注意してください。

4月20日から4月30日までの期間中、毎日午後

8時にサイレンを鳴らしますので、火の元をもう

一度ご確認ください.なお、火災とお間違いのな

いようお願いします。

期間中、消防署の割に火の用邸こいのぼりをあ

げますのでとおりかかることがありましたら見て

いってください。

1. r国民宿舎カミホロ荏」全焼。宿泊客180人と従
業員10人全員避難。 12時間後に鎮火。

8月(100票)
2.第12回「北の大文字J自の出山斜面に赤々と町
内外の観衆で、新年の幕開けを祝った。

1月 (69票〉
3. rよ富良野八景J r玉大名所J決定。

5月 (66票〉
4.よ富良野町クリーンセンター廃棄物焼却施設
火入れ。 2月 (56票〉
5.おめでとうジャガーズ野球少年団。富良野地
区大会優勝。2年ぶり 3度目の金道大会出場。

7月 (52票)
6.バレーポールVリーグの女子チーム「イトー
ヨーカドー・プリオール」が上富良野で合宿。

8月 (49票〉
7.息合った踊りを披露。第8固YOSAKOIソ
ーラン祭りに上富良野からr風林火山」が多加。

6月 (48票)
7.上富良野で日米合同実働訓練始まる。米兵550
入、自衛隊1.∞0人参加。 11月 (48禦〉
7.泥流対策に芭大な新兵器。(透過裂ダム)堤長
917mo圏内最長の砂防ダムが富良野川に完成。

11月 (48票)
10.上富良野町種選(定員20名)即自開票。現職1，4
入、新人6入、投票率84.47%08月 (47票〉

e暴走ta旬⑮ゆiι⑨図



• 

• 

町職員人事 [4月1日付]

-総務課

@課長 田浦孝道(同課長補佐)

。総務課長補佐兼行政改革担当

北向一博(企爾網整限調整係長)

。庶務係長坂弥雅彦(税務課課税係長)

。主査星野耕司(企画調整課付)

・企画調聾標

。課長 中樺良隆(保健福祉課長)

。調整係長松田宏二(総務課庶務係長)

@課付岩崎昌治(道派遣終了)

・税務課

。課税係長 及川光一(農業娠興銀畜産係長)

。課付藤田健作(総務課付)

・町民生活標

。課長樋口康信(総務課長)

。課長補佐兼衛生センター施設長兼クリーンセンター施設長

前田 淵(農業委員会事務局次長)

。町民生活係長 阿部あき子(保健福生止眼主査)

@主査 北川良子(町立病院主査)

。主査鹿嶋美智江(同線付)

@課付和田明子(総務課付)

・保健福祉謀

。課長佐藤憲治(同課長補佐)

。課長補佐・社会福祉協議会派遣

岡崎光良(同課中央保育所施設長)

。課長輔佐兼保健指導担当兼在宅介護支援センター施設長

岡崎智子(同課保健指導係長)

。中央保育所施設長兼束中へき地保育所施設長

高橋司棒子(同課西保育所施設長)

。西保育所施設長松下力(町立病院事務長)

。保儲指導係長加藤文敬(同課付)

。介護保険係長鈴木真弓(同課主査)

。主査 床鍋のぞみ(町民生活課主査)

@課付 高橋慎也(農業娠興課付)

。課付船引率美(町立病院付)

@課付島佳寿美(新採用保健婦)

。課付菅原綾夏(新採用)

。中央保育所杉野千春(新採用保育士)

。中央保育所 角田文子(西保育所)

。西保育所 常見智子(新採用保育士)

@西保育所松田早首(東中へき地保育所)

。束中へき地保育所 米川英采子(西保育所)

・商工観光まちづくり繰

@課長垣脇和幸(町民生活課長)

-農業振興標

@課長 小沢誠一(商工観光まちづくり課長)

@課長補佐兼農業振興係長岩崎博伺腺線ー厳)

。畜産係長 大石輝男(上下水道課下水道業務係長)

@農地第一係長 角波光一(道路河川眼用地係長)

。課付 長谷川京史(町民生活課付)

-会計課

@課長越智章夫(社会教育課長)

・特別養穫老人ホーム

。所長株下和義(商工観光まちづくり線参事)

。所付高橋陽祐(新採用寮父)

。所付安坂学志(新採用寮父)

。施設技能主査 牛島幹雄(給食センター給食業務主査)

・上下水道標

@下水道業務係長谷和江(管理課主

@諜付 上嶋義勝(社会教育課付)

-教育曇員会

[管理課]

。主査 土井加代子(上下水道課主査)

。給食センター給食業務主査

宮崎 隆(特別養護老人ホーム施設技能主査)

[社会教育謀]

。課長 尾崎茂雄(農業振興課長補佐兼農業復興係長)

@探付石川雅憲(新採用)

・町立病院

。事務長 三好稔(企画調整線長)

。課付北山雅幸(税務課付)

・農業委員会

。事務局次長 土井紀三男(町民生活課長補佐)

退職者 [3月31日付]

@野崎孝雄(農業巌興課長)

@佐々木源吉郎 (会計課長)

@三島 功土 (特別養護老人ホーム所長)

。佐藤信雄 (町立病院臨床検査技師長)

。白崎 旭(町民生活課町民生活係長)

@蛇岩美奈子 (町立病院看護婦)

。石崎成代 {特別養護老人ホーム寮母)

。稲垣千秋 (特別養護老人ホーム寮母)

。佐々木美加 (中央保育所保育土)

@堀内真希 (中央保育所保育士)

。星野繁子(西保育所)

図



教職員人事 [4月1日付]

-町肉に着任された教職員のみなさん

上富良野小学校校長(東風連小) 阿部伸 一

教頭(富良野鳥沼小) 清水典夫

教諭(旭川永山小) 海田圭子

教諭(士別多寄小) 池田千佳子

教諭(名寄豊西小) 上ケ崎哲雄

教諭(旭川永山小) 甲斐雅之

教諭(旭川忠和小) 小林律

教諭(旭川緑が丘小) 諸角美幸

教諭(月形札比内小) 山崎晋治

上富良野西小学校教頭(愛別共和小) 杉田利明

教諭(鷹栖鷹栖小) 竹谷康史

教諭(砂川砂川小) 和銀 右典

東中小学校校長(猿払知来}5IJ小) 小休場徳

江幌小学校教頭(旭川盛岡小) 若林弘士

上富良野中学校校長(襲瑛美瑛中) 林 繁 is.

教頭(美瑛美馬牛中) 松井義明

教諭(網走呼人小) 辻 理絵

教諭(旭川広陵中) 遠藤隆教

教鎗(旭川忠和中) 木幡 吾子

教諭(新採用) 川村 事恵

東中中学校校長(北桧山北桧山中) 高山{喪失

教諭(新採用) 小野家士

消防職員人事 [4月1日付]
-消防本部

。消防長 官樫賢一(北消紡署参与兼次席)

。総務課長 三枝幸三(消防本部消防線長)

。消防課長 藤田三郎(消防本部総務課長措佐兼庶務係長)

。総務課長補佐兼庶務係長

三原康敬(消防本部総務課主幹兼経理係長)

。消防課長補佐兼警防係長

西川秋雄(北消防署主幹兼予防係長)

。総務課経理係長 田中宏美(北消防署予防係主査)

。消防課予防係長佐川 渉(北消防署警紡係主任)

図 e戦~CII~.ゅふι⑨

-町外に転出された教職員の皆さん

美深仁字布小・中校長(上富良野小教頭)米田 稔

旭川豊岡小教頭(江幌小教頭) 山崎武光

留萌礼受小教頭(上富良野中教諭) 稲垣満博

中富良野中富良野小教諭(上富良野小教諭)滞幡宮治江

旭川旭川小教諭(上富良野小教諭) 忠海加奈枝

旭川永山東小教諭(上富良野小教諭) 神谷雅和

美瑛美瑛小教諭(上富良野小教諭) 忠海盛弘

名寄名寄東小教諭(上富良野小教諭) 松田裕子

東神楽東神楽小教諭(上富良野西小教諭)尾形佳宣

静内第3中(上富良野中教諭) 盛永明寿

旭川啓北中(上富良野中教諭) 大西 有

旭川常盤中(上富良野中教諭)

占冠トマム中(上富良野中教諭)

静内第2中(束中中教諭)

鎌田タ香子

立 田真弓

盛永英樹

退職者 [3月31日付]

上富良野小学校校長 平野洋一

束中小学校校長 佐々木新次郎

上富良野中学校校長 村椿悦夫

束中中学校校長 中鍵日出雄

上富良野西小学校教頭 鶴見賢拳

-北消防署

。署長 米陀政則(北消防署次席)

@次席兼機械係長 山本政夫(北消防署主幹兼機械係長)

@次席兼庶務係長 谷口 繁{北消防署主幹兼庶務係長)

@主幹兼警防係長原 一志(北消防署響防係長)

@予防係長 斎藤普弘(消防本部消防螺予防係長)

@庶務係厳本知弥(新採用)

。響肪係渡部修(新採用)

退職者 [3月31日付]

。長 井良光(消防長)

。中 傾良 一 (本部総務眼長)

。河 内国夫(北消防署長)

。桑 田由男 (消防課長補佐)

• 

• 
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一わかぱ愛育園一

• 
ピンク、きいろ、万レンジのチ

ューリップに目とロを渇きましだ。

晃ている7ラもニコニコになります

ね。(松本先主〉

きいろとしろのちょうちょに自

と口を焔きまし疋。どのチコーリ

ップにとまろうかまよっているみ

たいです。(松本先主〉

ちぱ みほ

千葉 美穂ちゃん
(平成7年笠まれ ・宮町2丁目〉

「ちょうちょとチューリップj

やし まいこ

林 菜以子ちゃん
(早fiX7写生まれ ・+人絞19)

「ちょうちょとチューリップJ

• 
こまっ たかはる

小松貴晴さん
昭和47年生まれ
緑町lT目

先月号の鈴木省吾さんは趣昧が多才な隠揚の先掻で、

その膨響力、自転車をはじめましだ。走ることが好きな小

松さんは、トライアスロン〈自転車・水泳・マラソン〉の水

泳がない、マラソン・自転車・マラソンのデュアスロンを

都合がつけば年に2"'3固ほど大会に出I署しています。
そのため趣味は?と聞かれるとランニングと答えるほ

どいつも走っているのだそうです。近ごろ子似と遊ぶの

が楽しくなったという小松さん、今年の夏は家族4人で

フフウトド?を楽レみだいと思っています。今からキャン

プ揚はどこにしょうか、釣りができるところがいいな。

8陶伽炉内宏1m，
① 

口
③ 

口 口
$下

口
7 ~ 

E @ 

~ ⑤ @ 

口
@ 

回を並べてひとつの営業をつくってください.
答えを4月28日までに役場h企画録甥聾課へご持
参ください.紀念品を愛し上げます。

*諜の配置が変わりましたので、案内~で福留ください。

タ

①はずかしさ、気まずさを人前でごま

かし、隠そうとすること roo隠しj
コケコッコー。

この花で人形を作ったりもします。

ふたをとじるまで食べ続けます。

はげしく争うこと。 roooを削るj
贈り物にはきれいにこれを結んであ

げましょう.

一ア

の

力
ギi⑧泳げないこと。
⑬名は00を表す。
⑬迷子にならないようにこれを見て確

認しましょう。

⑬00とキリギス

①どうやってもその場から動かないこと

rooでも動かないJ
その日の出来事を記録しておきます。

ヨ|④物事に夢中になって自分のことさえ

コ| わからなくなる rooを忘れる」
の @"Iv"がついたらまけです。
i⑦もうすぐこれが空を泳ぎ出します。
力|⑨2位の人がもらうメダノレは?

ギl⑩00からぽたもち
⑪たいこをたたくぼうの道具

⑬福島県の西部の地方名。 rooo若松j
⑪00もつもれば山となる

答え

氏名

2月号の答えは「ハルヤスミ J でした.

図



調と子のきず怠!

役割

4月は出会いの季節とも言われます。子供た

ちも多くの友達や大人と出会ったことでしょう。

特に、新しく入園 ・入学した子供にとっては

きな緊張と不安の中での体験J切符iとともに、

であったと思います。

て、 21世紀を目前にした今、1itの中は大き

く、 しかもすごいスピードで変化しています。

この激動の中全生きていくために、子供たちに

「生きる知恵Jをつけてあげることが重要です。

そのためには、家庭 ・学校 ・地域社会がそれ

ぞれの役割をしっかり果たさなければなりませ

「
財
政
改
革
元
年
」
の
年

の家庭所

感

• 人〆。

そこで、 子供の生活基盤である家庭において

は‘次の点に気を配りたいものです。

・兄弟姉妹一人一人の遣いを認めてあげる。

(他と比べないで、よさを見つける)

-なすことによって学ぶ機会を多くむつ。

(自然体験 ・社会体験不足を解消する)

・日常普段から、対話を瑚やす。

(きちんと子供の考えを聞いてあげる)

.家族の一員であることを自覚させる。

(かけがえのない存在であること)

年
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
新
し
い
来
年
度

の
予
算
案
の
鵡
決
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
私
が
町
長
に
就
任
し
た
平
成

9
年
度
の

一
般
会
計
予
算
は
脱
俗
で

し
た
が
、
大
き
な
投
資
的
都
撲
が
完

了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
年
は
釘

抽
憾
で
日
億
円
も
少
な
い
予
算
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
町
政
を
巡
め
な
け
れ
ば
な

り
玄
せ
ん
が
、
新
焼
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
評
価
と
緊
急
度
を
見
極
め

て
優
先
順
位
を
定
め
た
ゆ
で
と
り
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
.

ま
た
、
今
年
度
は
「
財
政
改
前
中
元

年
」
と
位
慣
付
け
し
、
今
以
上
に
経

常
経
費
の
削
減
を
図
る
た
め
行
政
改

革
の
一

一胞
の
促
進
を
図
り
、
今
以
上

の
財
政
悪
化
に
な
ら
な
い
よ
う
に
行

財
政
を
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
.
介
続
保
険
制
度
も
混

乱
も
な
く
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
線
題
が
生
じ
る
か

予
測
で
き
ま
せ
ん
が
、
発
生
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
敏
速
に
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
.

今
年
は
私
に
と
っ
て
も
町
政
執
行

の
ま
と
め
の
年
で
も
あ
り
玄
す
の
で
、

地
方
分
権
に
よ
る
地
方
の
時
代
を
迎

え
、
自
治
体
と
し
て
自
己
決
定
、
自

己
資
任
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

町
民
移
加
の
地
方
行
政
を

一
生
懸
命

推
進
い
た
し
た
い
も
の
と
思
う
日
々

で
あ
り
玄
す
・

足，

F事

孝

前刷新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
カ
タ
カ

タ
と
崎
ら
し
て
通
学
す
る
新

一
年
生

の
元
気
な
婆
を
見
る
と
、

4
月
に
な

っ
た
の
だ
と
実
感
い
た
し
ま
す
が
、

回
闘
に
は
ま
だ
多
く
の
雷
が
残
っ
て

お
り
、
農
蝶
者
の
皆
さ
ん
も
戯
作
品
奴

が
大
幅
に
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
推
察
い
た

し
ま
す
.
早
く
雷
が
溶
け
て
適
期
に

農
作
業
が
で
き
る
よ
う
心
か
ら
願
う

今
臼
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
.

3
月
定
例
蛾
会
に
お
い
て
、

2
千

i1i 
間之介松谷滑富小学校校長

• 
社
会
福
祉
協
強
会
へ

@
小
柴
弘
さ
ん
(
束
中
)
カ
ら
、

父

・
消
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

5

万
円
を
。

@
松
藤
光
男
さ
ん
(
本
町
)
か
ら
、

父

・
重
盛
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

3
万
円
を
。

。
若
葉
ハ
ル
ヲ
さ
ん
(
草
分
)
か
ら
、

夫

・
晃
弘
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

3
万
円
を
。

た
く
さ
ん
の
蕃
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

よ
富
良
野
町
へ

。
小
林
久
修
さ
ん
(
束
中
)
か
ら
、

保
健
福
佐
施
設
整
備
基
金
と
し
て
、

3
万
円
を
@

@
川
上
愉
さ
ん
(
東
中
)
か
ら
、

保
健
福
祉
施
設
整
備
基
金
と
し
て
、

7
万
円
を
。

町
立
病
院
へ

@
小
柴
弘
さ
ん
(
東
中
)
か
ら
‘

看
護
用
品
購
入
資
金
と
し
て、

3
万

円
を
。

。
安
川
賞
さ
ん
(
大
町
)
か
ら
、

福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
3

万
円
を
。

@
仲
川
正
治
さ
ん
(
島
部
)
か
ら
、

妻

・
美
智
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

6
万
円
を
。

。
戸
域
公
子
さ
ん
(
向
町
)
か
ら
、

福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
1

万
円
を
。

@
川
上
諭
さ
ん
(
束
中
)
か
ら
、

母

・
い
と
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

5
万
円
を
。

@
宇
野
ひ
ろ
子
さ
ん
(
本
町
)
か
ら
、

夫

・
盛

一
郎
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

3
万
円
を
。

@
佐
藤
サ
カ
リ
さ
ん
(
島
津
)
か
ら
、

夫

・
松
助
さ
ん
の
死
去
に
際
し
て
、

3
万
円
を
。

-
訂
正
3
月
号
幻
ベ

l
ジ
、
家
庭
教
育
シ

リ
ー
ズ
問
「
親
と
子
の
き
ず
な
」
は
、

シ
リ
ー
ズ
日
の
誤
り
で
す
の
で
訂
E

し
ま
す
。

@拘~~CII~ "，島iιcめ図
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• 

3月rd:、卒築そして新たな旅立ちのとき・・・

「もう明日からこの学校にはこれないハノf三ッ」

と思うと烈い涙が込みよげた。

これまでのお礼を込めてクラスみんなで先

生に宿東を贈った。「先生ありがとう」

ちうすでに目ち昂ちまっ赤になっている先

生からまだ涙がこぼれた。「みんな頑張るんだ

よッJ"記念帰影"さあ笑顔でさようならしょ

〈上申宰築主〉

• 
編
集
後
記

・
や
っ
と
1
年
が
過
ぎ
た
.
去
年
の
今
頃
、
気
持
ち

ば
か
り
熊
っ
て
い
た
自
分
が
な
つ
か
し
い
.
は
じ
め

ど
う
や
っ
て
取
材
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

た
く
さ
ん
の
住
民
の
方
に
お
会
い
し
て
、
い
ろ
ん
な

路
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
、
感
心
し
た
り
教
え
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
.
活
字
に
す
る
鍍
し
さ
、
見
出
し
も

け
つ
こ
う
悩
ん
で
ま
す
.『
わ
か
り
や
す
く
絞
み
や
す

い
広
報
紙
づ
く
り
」
は
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
も
っ

と
興
味
を
持
っ
て
「
柑跳
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
づ
く

り
」
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
.

(
お
}

・
先
日
、
パ
ン
と
ベ
ー
コ
ン
を
自
分
た
ち
で
作
れ
る

と
い
う
僚
会
が
あ
っ
た
の
で
、

J
』
れ
は
s
と
思
い
行

っ
て
き
ま
し
た
.
ベ
ー
コ
ン
の
方
は
下
懲
備
が
さ
れ

て
い
て
、
植
鳳
剛
棋
に
さ
れ
る
の
を
待
つ
ば
か
り
と
い
っ

た
感
じ
で
、
そ
の
聞
に
パ
ン
を
作
り
ま
し
た
.
こ
ね

て
休
ん
で
、
形
を
作
っ
て
ま
た
休
む
.
出
来
上
が
り

に
近
づ
く
に
つ
れ
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
・
あ
と

は
、
オ
ー
プ
ン
に
い
れ
嶋
崎
き
ょ
が
る
の
を
ま
つ
だ
け
.

次
か
ら
次
へ
と
燦
き
上
が
っ
た
パ
ン
は
、
い
い
に
お

い
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
.
ま
た
食
べ
た
い
.

(
ひ
)

図

) I左前月比

集/上富良野町役渇企随OI!I織広鎗広棒銀
S申161・4S・<6980ox0167-4S司5362

苧071・0596 北海道!!知S上富良野町大曹r2T目2番11-'事
・ 通 ./4914t 
・ 印 刷/側J:a句制
・ イン?ーネットホームページアドレス/

http; Ilwww.town. kamlrur回 O.t噸<kai<;to.Jp 

一一一一一一一 この広級車Eは湾生紙を使用しています ーーーーーー一

{ 

13.026 (-48) 

6.鉱閉 (-23)

6.417 (ー25)

5.299 (+13) 
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